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1 イインンスストトーールル

プリンタードライバーは、プリンターと PC 間の通信を制御するアプリケー
ションです。

インストールが完了したら、プリンターの [ププロロパパテティィーー] および [印印刷刷設設定定]
画面でプリンタードライバーの設定を行います。

[Product Library] ウィンドウには、インストール方法が2つあります。 [エエクク
ススププレレススイインンスストトーールル] は、ドライバーとパッケージ形式にまとめた特定の機
能を選択して、すばやくインストールする方法です。 [カカススタタムムイインンスストトーールル]
では、任意のドライバーとユーティリティーを選択します。

[アアッッププググレレーードド]では、ドライバーとユーティリティーを最新のバージョンに
更新できます。 これは、アップグレードが必要な製品がある場合にのみ利用
できます。 クライアント/サーバー環境では、古いドライバーをアップグレー
ドできません。 詳しくは、プリントシステムの販売店にお問い合わせくださ
い。

[メメンンテテナナンンスス] では、特定のユーティリティーを実行できます。 リリース
ノート、本体の使用説明書、その他のマニュアルを表示するには、[ドドキキュュメメ
ンントト] を選択します。 [アンインストール] では、ドライバーとユーティリ
ティーを削除できます。

参参考考: Windows にプリンタードライバーをインストールする場合は、管理者
権限を持ったユーザーでログインする必要があります。

ドドラライイババーー

Windows 10、Windows 8.1、Windows Server 2012 R2、Windows 8、
Windows Server 2012、Windows 7、Windows Server 2008 R2、Windows
Vista、および Windows Server 2008 の場合、プリントシステムが USB で接続
され、認証ドライバーが利用可能で PC がウェブに接続している環境では、ド
ライバーは Microsoft Windows Update からインストールできます。

ドライバーの拡張機能を利用できるように、提供されているインストールディ
スクからのドライバーのインストールを続行することをお勧めします。
Windows で、インストール中に [新新ししいいハハーードドウウェェアアのの検検索索ウウィィザザーードド] ダイ
アログボックスが開いた場合は、 [キキャャンンセセルル] をクリックします。 [ハハーードド
ウウェェアアののイインンスストトーールル] 警告ダイアログボックスが開いたら、 [ここののドドラライイ
ババーーソソフフトトウウェェアアををイインンスストトーールルししまますす] をクリックします。

ドドラライイババーーののイインンスストトーールル準準備備

1 PC とプリンターの電源を入れます。

2 [Product Library ディスク] をディスクドライブに入れます。 アプリケーショ
ンが自動で開始されます。

参考: [Product Library ディスク] をディスクドライブに入れても起動しな
い場合、Windows Explorer を使用して、ローカルドライブの[Setup.exe] 
をダブルクリックすると起動します。
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3 表示される使用許諾契約書を読み、同意して、次に進みます。

4 [Product Library] ウィンドウ下部にある言語リストから、表示する言語を選
択します。

ココミミュュニニケケーーシショョンン設設定定

[ココミミュュニニケケーーシショョンン設設定定] アイコンで、デバイスの検出中に使用される SNMP
[リリーードドココミミュュニニテティィーー名名] を指定できます。 この名前は、SNMP 通信のパス
ワードのようなものです。 デフォルトの名前は、 [public] です。 管理者はよ
り制限のある名前に変更することができます。 検出中または最低 1 つの検出
デバイスが [イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストに追加されている場合、[ココ
ミミュュニニケケーーシショョンン設設定定] アイコンは使用できません。

ココミミュュニニケケーーシショョンン設設定定をを指指定定

1 [Product Library] ウィンドウで、[エエククススププレレススイインンスストトーールル] または [カカススタタ
ムムイインンスストトーールル] をクリックします。

2 [デデババイイスス] ボックスの下にある、[ココミミュュニニケケーーシショョンン設設定定] アイコンをクリッ
クします。

3 [ココミミュュニニケケーーシショョンン設設定定] ダイアログボックスのテキストボックスに、[リリーー
ドドココミミュュニニテティィーー名名] を入力します。 [リリセセッットト] をクリックすると、テキスト
ボックスをデフォルト名 ([public]) に戻せます。

4 [OK] をクリックします。

参参考考: 異なる [リリーードドココミミュュニニテティィーー名名] を入力した場合、[デデババイイスス] リスト
がクリアされます。 丸い矢印の[更更新新] アイコンをクリックして、デバイスを
再検出します。

エエククススププレレススイインンスストトーールル

[エエククススププレレススイインンスストトーールル] は、Windows オペレーティングシステムで USB
またはネットワーク接続されているデバイス、ドライバー、ユーティリティー
を簡単にインストールします。 インストーラーは、USB またはネットワーク
ケーブルで接続され、電源の入ったデバイスを検出します。 同時に 1 つ以上
の機能パッケージをインストールできます。

インストーラーで目的のプリントシステムが見つからない場合は、システム管
理者にお問い合わせください。

参参考考: [スステテーータタススモモニニタターー] を使用するには、.NET Framework 4.0 以降をイ
ンストールする必要があります。

エエククススププレレススイインンスストトーールルをを使使用用ししたたイインンスストトーールル

1 お使いのプリントシステムと PC の電源が入っていて、USB ケーブル、また
はネットワークケーブルで接続されていることを確認してください。

2 [エエククススププレレススイインンスストトーールル] では、インストーラーが接続されているプリント
システムを検出します。 検出されたデバイスは、モデル名とポート名が示さ
れたアイコンとしてすべてデバイスリストに表示されます。
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目的のデバイスが検出されたら、デバイスリストでモデルを選択します。

目的のデバイスが見つからない場合、USB またはネットワークケーブルを取
り外し、再度挿入後、適切に接続されているか確認します。 丸い矢印アイコ
ンをクリックして、検出を更新します。

3 また、デバイスリストの上にある検索ボックスに、完全または一部の検索文字
列を入力して、デバイスを検出することもできます。 モデル名、IP アドレ
ス、または USB ポートでデバイスを検索できます。 結果はデバイスリストに
表示されます。 目的のデバイスが見つかったら、それを選択します。 テキス
トボックスをクリアする場合は [x] アイコンをクリックし、検出されたすべて
のデバイスのリストに戻ります。

4 [ポポーートト名名ににホホスストト名名をを使使用用]を選択して、標準 TCP/IP ポートのホスト名を使
用するように設定することもできます。 （USB 接続では使用できません。）

5 インストーラーは、機能リストにあるパッケージを自動的に選択します。 各
パッケージをクリックすると、選択する / しないを切り替えることができま
す。 アイコンにマウスポインターを乗せると、コンテンツの説明が表示され
ます。

6 設定を確認します。 [イインンスストトーールル] ボタンを有効にするために、デバイスと
機能を最低 1 つ選択する必要があります。 設定が正しいことを確認して、[イイ
ンンスストトーールル] をクリックします。

7 インストール中、矢印をクリックすると、インストールの詳細を展開または折
りたたむことができます。 インストールが正常に終了すると、[完完了了] ページ
で、次のオプションを選択できます。 プリンター ドライバーのインストール
後にのみオプションが表示されます。

[テテスストトペペーージジをを印印刷刷]
このチェックボックスを選択し、プリントシステムの接続と動作をテストしま
す。 正常にインストールされている場合、コンピューター名とプリンタード
ライバーの情報、およびポート設定が含まれた [Windows プリンターテスト
ページ] が、新たにインストールされたプリントシステムで印刷されます。

[デデババイイスス設設定定]
チェックボックスをオンにすると、プリントシステムに装着されたオプション
を選択する [デデババイイスス設設定定] が開きます。 （[デデババイイスス設設定定] チェックボックス
は、ネットワーク接続の Windows XP でのみ表示されます。）

[イイベベンントトのの通通知知をを有有効効ににすするる]
[スステテーータタススモモニニタターー通通知知] ダイアログボックスで、イベントの通知を有効にす
るチェックボックスを選択します。 [拡拡張張機機能能] タブの [スステテーータタススモモニニタターー]
をクリックすると、[スステテーータタススモモニニタターー通通知知] ダイアログボックスが表示され
ます。

[簡簡単単設設定定タタブブをを表表示示すするる]
[簡簡単単設設定定] タブは、よく使用する印刷設定をプロファイルとしてグループに定
義しておき、印刷時に簡単に呼び出して使用することを可能にします。 [簡簡単単
設設定定タタブブをを表表示示すするる] オプションは、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で
も表示されます。

プラス (＋) アイコンをクリックし、オプションのリストを展開します。

[初初期期画画面面をを簡簡単単設設定定タタブブににすするる] オプションを使用すると、ドライバーを
開いた際に最初に表示されるタブが [簡簡単単設設定定] タブとなります。

[初初期期画画面面をを基基本本設設定定タタブブににすするる] オプションを使用すると、ドライバーを
開いた際に最初に表示されるタブが [基基本本設設定定] タブとなります。
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[簡簡単単設設定定タタブブ以以外外をを隠隠すす] オプションを使用すると、ドライバーのタブが
[簡簡単単設設定定] タブのみとなります。

8 インストーラーを終了するには、[完完了了] をクリックします。

ソフトウェアのインストールに失敗すると、メッセージが表示されます。 [完完
了了] をクリック後、再度インストールしてください。 同じメッセージが再表示
された場合は、システム管理者にお問い合わせください。

以上で、プリントシステムのインストールが完了しました。 必要に応じて、
コンピューターを再起動してください。

カカススタタムムイインンスストトーールル

[カカススタタムムイインンスストトーールル] は、Windows オペレーティングシステムで、USB 、
パラレル、またはネットワーク接続されているデバイス、ドライバー、ユー
ティリティーを任意にインストールします。 インストーラーは、USB または
ネットワークケーブルで接続され、電源の入ったデバイスを検出しますが、プ
リントデバイスの機種とポート名を手動で選択することもできます。

[カカススタタムムイインンスストトーールル] で選択した項目は、青の背景で表示されます。 ド
ラッグアンドドロップ機能がサポートされています。 矢印をクリックして、
選択ボックスを展開または折りたたむことができます。 各リストから 1 つ以
上の製品をインストールできますが、必ず製品を選択し、[イインンスストトーールルすするる
ププロロダダククトト] リストに移動する必要があります。 プリントシステムまたはドラ
イバーなしで、ユーティリティーをインストールすることもできます。

Windows 10、Windows 8.1、Windows 8、Windows 7、Windows Vista、
Windows Server 2008、 Windows Server 2008 R2、Windows Server 2012、お
よび Windows Server 2012 R2 でのみ、XML Paper Specification ( [XPS] ) ドラ
イバーは、最も効率的に文書の表示、処理、印刷を行います。

インストーラーで目的のプリントデバイスが見つからない場合は、システム管
理者にお問い合わせください。

参参考考: [スステテーータタススモモニニタターー] を使用するには、.NET Framework 4.0 以降をイ
ンストールする必要があります。

カカススタタムムイインンスストトーールルをを使使用用ししたたイインンスストトーールル

1 お使いのプリントデバイスとコンピューターの電源が入っていて、USB 、パ
ラレル、またはネットワークケーブルで接続されていることを確認してくださ
い。

2 [Product Library] ウィンドウで、[カカススタタムムイインンスストトーールル] をクリックしま
す。

プリントデバイスを検出する場合は、手順 3 に進みます。プリントデバイスの
モデルやポート名を追加する場合は、手順 5 に進みます。

3 [カカススタタムムイインンスストトーールル] ウィンドウでは、接続されているプリントデバイス
を、インストーラーが検出します。 検出されたプリントデバイスは、モデル
名とポート名が示されたアイコンとしてすべて [デデババイイスス] リストに表示され
ます。 アイコンを非表示にしてリストを表示する場合は、[デデババイイスス] リスト
の下にある [リリスストトビビュューーにに切切替替] アイコンをクリックします。 [デデババイイスス] リ
ストの下にあるアイコンをクリックして、すべてのデバイスの選択 / 選択解除
ができます。 プリントデバイスが検出されなければ、手順 5 に進みます。
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4 [デデババイイスス] リストからプリントデバイスを選択し、矢印をクリックして、[イイ
ンンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストに移動します。 手順 6 に進みます。

5 検出で自動的にプリントデバイスを追加しない場合、またはパラレルケーブル
で接続されている場合は、手動で追加できます。 [カカススタタムムデデババイイススのの追追加加]
アイコンをクリックします。

[デデババイイスス] ダイアログボックスで、サポートされているモデルの [モモデデルル] リス
トと、ローカルおよびネットワークポートの [ポポーートト名名] リストから選択しま
す。 パラレル接続の場合は、[LPT1] を選択します。 目的のデバイスに接続さ
れているポートを追加する場合は、[ポポーートトのの追追加加] をクリックします。 [デデババ
イイスス] ダイアログボックスで [OK] をクリックします。 デバイスは、[イインンスス
トトーールルすするるププロロダダククトト] リストに表示されます。

6 [ドドラライイババーー] リストからドライバーを選択し、矢印をクリックして、[イインンスス
トトーールルすするるププロロダダククトト] リストに移動します。 [イインンスストトーールル] ボタンを有効に
するには、1 つ以上のドライバーが必要です。

7 [ユユーーテティィリリテティィーー] リストからユーティリティーを選択し、矢印をクリックし
て、[イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストにユーティリティーを移動します。
より新しいバージョンのユーティリティーがインストールされている場合、
ユーティリティーはリスト内で無効になり、新しいバージョンがすでにインス
トールされていることを知らせるメッセージが表示されます。

8 [イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストから製品を削除する場合、製品を選択
し、リストボックスの下部にある [削削除除] をクリックします。 製品をすべて削
除する場合は、[すすべべてて削削除除] をクリックします。

9 [ポポーートト名名ににホホスストト名名をを使使用用] を選択して、標準 TCP/IP ポートのホスト名を使
用するように設定することもできます。 （USB、パラレル接続では使用でき
ません。）

10 [イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストでのデバイスとドライバーの各組み合わ
せに対し、 [編編集集] アイコンをクリックし、ドライバーのインストールオプ
ションを設定するダイアログボックスを開きます。 必要に応じて、設定可能
なオプションを変更できます。

11 設定を確認します。 [イインンスストトーールル] ボタンを有効にするために、プリントデ
バイス、ドライバー、またはユーティリティーを最低 1 つ選択する必要があり
ます。 設定が正しいことを確認して、[イインンスストトーールル] をクリックします。

12 インストール中、矢印をクリックすると、インストールの詳細を展開または折
りたたむことができます。 インストールが正常に終了すると、[完完了了] ページ
で、次のオプションを選択できます。 プリンター ドライバーのインストール
後にのみオプションが表示されます。

[テテスストトペペーージジをを印印刷刷]
このチェックボックスを選択し、プリントデバイスの接続と動作をテストしま
す。 正常にインストールされている場合、コンピューター名とプリンタード
ライバーの情報、およびポート設定が含まれた [Windows プリンターテスト
ページ] が、新たにインストールされたプリントデバイスで印刷されます。

[デデババイイスス設設定定]

プリンタードライバー 1-5



インストール

チェックボックスをオンにすると、プリントデバイスに装着されたオプション
を選択する [デデババイイスス設設定定] が開きます。 （[デデババイイスス設設定定] チェックボックス
は、ネットワーク接続の Windows XP でのみ表示されます。）

[イイベベンントトのの通通知知をを有有効効ににすするる]
[スステテーータタススモモニニタターー通通知知] ダイアログボックスで、イベントの通知を有効にす
るチェックボックスを選択します。 [拡拡張張機機能能] タブの [スステテーータタススモモニニタターー]
をクリックすると、[スステテーータタススモモニニタターー通通知知] ダイアログボックスが表示され
ます。

[簡簡単単設設定定タタブブをを表表示示すするる]
[簡簡単単設設定定] タブは、よく使用する印刷設定をプロファイルとしてグループに定
義しておき、印刷時に簡単に呼び出して使用することを可能にします。 [簡簡単単
設設定定タタブブをを表表示示すするる] オプションは、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で
も表示されます。

プラス (＋) アイコンをクリックし、オプションのリストを展開します。

[初初期期画画面面をを簡簡単単設設定定タタブブににすするる] オプションを使用すると、ドライバーを
開いた際に最初に表示されるタブが [簡簡単単設設定定] タブとなります。

[初初期期画画面面をを基基本本設設定定タタブブににすするる] オプションを使用すると、ドライバーを
開いた際に最初に表示されるタブが [基基本本設設定定] タブとなります。

[簡簡単単設設定定タタブブ以以外外をを隠隠すす] オプションを使用すると、ドライバーのタブが
[簡簡単単設設定定] タブのみとなります。

13 インストーラーを終了するには、[完完了了] をクリックします。

ソフトウェアのインストールに失敗すると、メッセージが表示されます。 [完完
了了] をクリック後、再度インストールしてください。 同じメッセージが再表示
された場合は、システム管理者にお問い合わせください。

以上で、プリントデバイスのインストールが完了しました。 必要に応じて、
コンピューターを再起動してください。

ユユーーテティィリリテティィーーののみみののイインンスストトーールル

1 お使いのプリントデバイスとコンピューターの電源が入っていて、USB、パラ
レル、またはネットワークケーブルで接続されていることを確認してくださ
い。

2 [Product Library] ウィンドウで、[カカススタタムムイインンスストトーールル] をクリックしま
す。

3 [ユユーーテティィリリテティィーー] リストからユーティリティーを選択し、矢印をクリックし
て、[イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストにユーティリティーを移動します。
より新しいバージョンのユーティリティーがインストールされている場合、
ユーティリティーはリスト内で無効になり、新しいバージョンがすでにインス
トールされていることを知らせるメッセージが表示されます。

4 [イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストから製品を削除する場合、製品を選択
し、リストボックスの下部にある [削削除除] をクリックします。 製品をすべて削
除する場合は、[すすべべてて削削除除] をクリックします。

5 設定を確認します。 [イインンスストトーールル]ボタンを有効にするために、ユーティリ
ティーを最低 1 つ選択する必要があります。 設定が正しいことを確認して、
[イインンスストトーールル] をクリックします。
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6 インストーラーを終了するには、[完完了了] をクリックします。

ソフトウェアのインストールに失敗すると、メッセージが表示されます。 [完完
了了] をクリック後、再度インストールしてください。 同じメッセージが再び表
示された場合は、システム管理者にお問い合わせください。

以上で、ユーティリティーのインストールが完了しました。 必要に応じて、
コンピューターを再起動してください。

ドドラライイババーーののププロロパパテティィーーのの編編集集

1 [Product Library] ウィンドウで、[カカススタタムムイインンスストトーールル] をクリックしま
す。

2 [デデババイイスス]リストからデバイスを選択し、矢印をクリックして、[イインンスストトーールル
すするるププロロダダククトト]リストに移動します。

3 [ドドラライイババーー] リストからドライバーを選択し、矢印をクリックして、[イインンスス
トトーールルすするるププロロダダククトト] リストに移動します。

4 [イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストの中で、 デバイス用の鉛筆の形をした
[編編集集]アイコンをクリックします。

5 [デデババイイスス] ダイアログボックスが開き、モデル名と IP アドレスまたは USB が
表示されます。 設定するドライバーのタブを選択します。 ドライバーが複数
ある場合、各ドライバーの設定はタブに分かれています。 割り当てられてい
るドライバーがある場合、次のドライバー設定が表示されます。

[ププリリンンタターー名名]
デバイスのプリンター名を入力します （最大 63 文字）。

[ププリリンンタターーのの共共有有]
このプリントデバイスを他と共有する場合にこのオプションを選択しま
す。 選択されている場合、プリントデバイスの [共共有有名名] を入力できます
（最大 63 文字）。

[通通常常使使ううププリリンントトシシスステテムムにに設設定定]
ほとんどまたはすべての印刷ジョブをこのプリントデバイスに送信する場
合にこのオプションを選択します。

[デデババイイスス] ダイアログボックスから [削削除除] をクリックして、ドライバーを削除
できます。

6 [OK] をクリックします。

ユユーーテティィリリテティィーーののププロロパパテティィーー編編集集

1 [Product Library] ウィンドウで、[カカススタタムムイインンスストトーールル] をクリックしま
す。

2 [ユユーーテティィリリテティィーー] リストから [NETWORK PRINT MONITOR] を選択し、矢
印をクリックして、[イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストにユーティリティー
を移動します。

3 [イインンスストトーールルすするるププロロダダククトト] リストの中の、[NETWORK PRINT MONITOR]
ユーティリティー用の鉛筆の形をした [編編集集] アイコンをクリックします。
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4 ダイアログボックスが開き、ユーティリティーのオプションを表示します。
任意の項目を選択します。

[NETWORK PRINT MONITOR]
[デデババイイスス管管理理]
デバイスを検出し、デバイス設定を管理します。

[部部門門管管理理]
デバイスグループの部門を設定し、部門設定を管理します。

[ホホスストト管管理理]
プリンタードライバーおよび印刷キューを管理します。

5 [OK] をクリックします。

アアッッププググレレーードド

ドライバーまたはユーティリティーコンポーネントを選択して、最新バージョ
ンにアップグレードできます。 インストーラーは、[アアッッププググレレーードドすするるププロロ
ダダククトト] リストに表示する古いドライバーまたはユーティリティーコンポーネ
ントを検出します。 アップグレードが可能な場合、インストーラーの起動時
にリストが表示されます。

クライアント/サーバー環境では、古いドライバーをアップグレードできませ
ん。 詳しくは、プリントシステムの販売店にお問い合わせください。

ドドラライイババーーココンンポポーーネネンントトののアアッッププググレレーードド

1 [Product Library] ウィンドウで、[アアッッププググレレーードド] をクリックします。

2 [アアッッププググレレーードドすするるププロロダダククトト] リストから、PC 上でアップグレードするド
ライバーとユーティリティーを選択します。

3 [アアッッププググレレーードド] ボタンをクリックして、アップグレードを開始します。

4 [完完了了] ダイアログボックスで、[完完了了] をクリックします。

メメンンテテナナンンスス

[メメンンテテナナンンスス] では、便利な機能を提供するユーティリティーにアクセスでき
ます。 利用可能なユーティリティーを選択して、実行します。

[オオププシショョンンププリリンンタターーココンンポポーーネネンントト]
このオプションにより、共通プロファイルとプラグインモジュールを使用
して、プリンタードライバーの機能を拡張できます。

[Quick Network Setup]
このオプションは、ウィザードを使用して、最も一般的なネットワーク設
定を構成します。

[Maintenance Menu]
印刷の位置などの機能を調整できます。
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ププリリンンタターーのの追追加加ココンンポポーーネネンントト

追加コンポーネントをインストールすることにより、プリンタードライバーの
機能を拡張することができます。

および [共共通通ププロロフファァイイルル] をインストールすることもできます。

オオププシショョンンププリリンンタターーココンンポポーーネネンントトののイインンスストトーールル

1 [メメンンテテナナンンスス] をクリックします。

2 [オオププシショョンンププリリンンタターーココンンポポーーネネンントト] を選択し、[実実行行] をクリックします。

3 [ププリリンンタターーのの選選択択] ページで、 1 つ以上のプリントデバイスを選択して、[次次
へへ] をクリックします。 どのページにおいても、設定を訂正する場合は、[戻戻
るる] をクリックします。

4 [ココンンポポーーネネンントトのの選選択択] ページで、プラス (＋) アイコンをクリックし、オプ
ションを展開します。 各オプションをクリックして、より詳細なダイアログ
ボックスを開きます。

5 各プリントデバイスのモデルの下で、あらかじめ定義された印刷設定の共通プ
ロファイルを 1 つ以上選択できます。

6 各プリントデバイスのモデルの下で、プラグインモジュールを 1 つ以上選択で
きます。

[PDF 作作成成]
さまざまなデータを、Adobe PDF 形式で印刷および保存できるオプションで
す。

[セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク]
ほとんど目で見ることのできない画像やテキストを、背景に印刷するオプショ
ンです。 セキュリティー・ウォーターマークは、印刷したページをコピーし
た場合にのみ表示されます。

7 設定が正しければ、[イインンスストトーールル] をクリックします。

8 [ププリリンンタターーココンンポポーーネネンントトののイインンスストトーールルがが完完了了ししままししたた。。] ページが開きま
す。 [終終了了] をクリックします。

プリンターと追加コンポーネントのインストールが完了した後、PC の再起動
の指示が表示された場合は、PC を再起動してください。

ドドキキュュメメンントト

[ドドキキュュメメンントト] で、ドライバー、ユーティリティー、およびプリントシステム
操作手順に関するドキュメントにアクセスできます。 利用可能なファイルを
選択して開きます。 PDF ファイルの閲覧には、Acrobat Reader 8.0 以降の
バージョンが必要です。

アアンンイインンスストトーールル

アンインストーラーは、ローカルドライブのプリントシステムドライバーを検
出します。 [アアンンイインンスストトーールル]ウィンドウでそれらのコンポーネントのリスト
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インストール

を作成します。 ドライバーをアンインストールした場合、そのドライバーを
使用しているデバイスもまた削除されます。

ドドラライイババーーココンンポポーーネネンントトののアアンンイインンスストトーールル

1 [Product Library] ウィンドウで、[アアンンイインンスストトーールル] をクリックします。

2 リストからアンインストールするコンポーネントを選択します。 デバイスを
選択するかプラス (＋) をクリックして、個々のデバイスリストを展開しま
す。 リスト下部のアイコンをクリックすることで、すべてのチェックボック
スの選択/選択解除ができます。

3 アンインストールを開始するには、[アアンンイインンスストトーールル] ボタンをクリックしま
す。

4 [完完了了]ダイアログボックスで、[完完了了]をクリックします。

ププリリンンタターードドラライイババーーのの設設定定ににつついいてて

プリンタードライバーの設定は、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボッ
クスまたは [ココンントトロローールルパパネネルル] から行えます。 アプリケーションから行っ
た設定は、そのアプリケーションが終了するまで有効です。 [ココンントトロローールルパパ
ネネルル] から設定を行うと、デフォルト設定としてすべてのアプリケーションに
適用されます。

デデフフォォルルトトののドドラライイババーー設設定定のの変変更更

1 オペレーティングシステムによって、次の手順で行います。

Windows 10、Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2: [ススタターートト] を
右クリック > [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイススととププリリンンタターーのの表表示示] をク
リックします。

Windows 8 および Windows Server 2012: [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイスス
ととププリリンンタターーのの表表示示] を開きます。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2： [ススタターートト] > [デデババイイススととププ
リリンンタターー] をクリックします。

Windows Vista および Windows Server 2008: [ススタターートト] > [ココンントトロローールルパパ
ネネルル] > [ププリリンンタターー] をクリックします。

Windows XP および Windows Server 2003: [ススタターートト] > [ププリリンンタターーとと
FAX] をクリックします。

2 目的のプリントシステムのアイコンを右クリックし、[印印刷刷設設定定]をクリックし
ます。

3 [印印刷刷設設定定] ダイアログボックスにて、各タブで設定したい項目を変更します。

4 [OK] をクリックします。
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2 ドドラライイババーーのの概概要要

[印印刷刷設設定定] ダイアログボックスの下側にあるオーバービューや設定リストに
は、ドライバーで設定されている内容が表示されます。 ドライバーの設定を
行うと、オーバービューイメージと設定リストに反映されます。 ドライバー
設定を選択した後、[印印刷刷ププレレビビュューー] を選択して印刷ジョブを確認することが
できます。

コンピューターの縦方向の画面解像度が 864 ピクセル以下の場合は、[印印刷刷設設
定定] ダイアログボックスの下側は表示されません。 この場合、現在の PDL を
示すボタンは、ダイアログボックスの左下に、[印印刷刷ププレレビビュューー] チェックボッ
クスは右下に表示されます。

オオーーババーービビュューーイイメメーージジ

[印印刷刷設設定定] ダイアログボックスの下側に、オーバービューイメージが表示され
ます。 イメージは、ドライバーの設定によって表示が変わります。 ドライ
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ドライバーの概要

バー設定が選択されるとイメージは自動的に変わり、左側のタブをクリックす
ると別のイメージに変更することもできます。

プリントシステムのイメージには、接続されているほとんどのデバイスが
表示されます。 [給給紙紙元元] や [排排紙紙先先] として選択されているデバイスが緑で
強調表示されます。 [ジジョョブブ保保存存] タブでジョブ保留オプションを選択して
いる場合、ハードディスクアイコンが表示されます。

ページイメージは、[簡簡単単設設定定] タブ、[基基本本設設定定] タブ、[レレイイアアウウトト] タブ
でのページ設定にしたがって更新されます。

イメージは、グレースケールの設定を表示します。

現在のページ記述言語 (PDL) は、すべてのイメージに表示されます。 [印印刷刷設設
定定] のすべてのタブから PDL を一時的に変更し、ドライバーの機能を有効にで
きます。

印印刷刷設設定定でで PDL をを選選択択すするる

1 オーバービューイメージの部分にある [PDL] をクリックします。

2 [PDL (ペペーージジ記記述述言言語語)] ダイアログボックスの [言言語語のの選選択択] リストから、ペー
ジ記述言語を選択します。

[PCL XL] を選んだ場合は、[ススママーートト両両面面印印刷刷]、[白白紙紙をを印印刷刷ししなないい]、お
よび [印印字字領領域域互互換換] を選択できます。

[KPDL] を選択すると、[ススママーートト両両面面印印刷刷]、[白白紙紙をを印印刷刷ししなないい]、または
[パパススススルルーーモモーードド] を選択できます。 [パパススススルルーーモモーードド] を選択すると、
[拡拡張張機機能能] タブの [EMFススププーールルをを行行うう] は使用できません。 アプリケー
ションの [印印刷刷] ダイアログボックスからプリンタードライバーにアクセス
した場合は、[パパススススルルーーモモーードド] の設定は変更できません。

[PDF] を選択すると、[PDF 詳詳細細設設定定] をクリックして、[PDF 詳詳細細設設定定] ダ
イアログボックスを開くことができます。

XPS ドライバーをインストールした場合は、[XPS 設設定定] をクリックして、
[XPS 設設定定] ダイアログボックスを開くことができます。

3 [GDI 互互換換モモーードド]を選択すると、アプリケーションで作成したグラフィック
データの印刷品質を向上できる場合があります。

4 [OK] をクリックします。

設設定定リリスストト

各タブの画面下側にある設定リストには、ドライバーの機能（一部機能を除
く）の現在の設定が表示されます。 スクロールダウンすると、すべてのドラ
イバータブの機能を確認できます。 各オプションが選択されると、現在選択
されているオプションが設定リストに表示されます。 マイナス (-) またはプラ
ス (+) をクリックして詳細の表示/非表示を切り替えられます。

印印刷刷ププレレビビュューー

各タブの画面下側に、[印印刷刷ププレレビビュューー] チェックボックスが表示されます。
ドライバー設定を選択した後、[印印刷刷ププレレビビュューー] を選択して印刷ジョブを確認
することができます。 プレビューには、テキストとイメージのほか、設定に
よっては [ウウォォーータターーママーークク] または [セセキキュュリリテティィーーウウォォーータターーママーークク] が表
示されます。 プレビューで問題がないことを確認して印刷を行います。 設定
を変更して印刷したい場合には、キャンセルすることができます。
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ドライバーの概要

印印刷刷ジジョョブブををププレレビビュューー

1 各タブでドライバーの設定をするか、プロファイルを選択します。

2 任意のタブで [印印刷刷ププレレビビュューー] を選択します。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

4 [印印刷刷ププレレビビュューー] ダイアログボックスが表示されたら、必要に応じて次の操作
を行えます。

矢印ボタンをクリックして、文書のページを確認します。

虫眼鏡アイコンをクリックして、拡大または縮小表示にします。

プレビューを閉じて印刷前にドライバー設定を変更する場合は、[X] ボタン
をクリックします。

プレビューに問題がなければ、プリンターボタンをクリックし、ジョブを
印刷します。

ババーージジョョンン情情報報

[ババーージジョョンン情情報報] は、[デデババイイスス設設定定] および [印印刷刷設設定定] ダイアログボックスの
下部に表示されます。 [ババーージジョョンン情情報報] をクリックすると、ドライバーの
バージョンとドライバープラグインの情報を表示した [バージョン情報] ダイア
ログボックスが開きます。

ババーージジョョンン情情報報のの表表示示

1 [デデババイイスス設設定定] または [印印刷刷設設定定] ダイアログボックスで、[ババーージジョョンン情情報報] >
[詳詳細細ババーージジョョンン] をクリックすると、次のドライバー情報が表示されます。

[フファァイイルル名名]
[詳詳細細ババーージジョョンン]
[説説明明]
[日日付付]
[製製造造元元]
[ココメメンントト]

2 著作権情報を表示するには、[使使用用条条件件] をクリックします。

3 [OK] をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ププララググイインン情情報報のの表表示示

1 [デデババイイスス設設定定] または [印印刷刷設設定定] ダイアログボックスで、[ババーージジョョンン情情報報] >
[ププララググイインン] をクリックすると、次のプラグイン情報が表示されます。

[モモジジュューールル]
[説説明明]
[詳詳細細ババーージジョョンン]

2 [OK] をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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3 デデババイイスス設設定定

[デデババイイスス設設定定] では、インストールされているプリントシステムのオプション
を選択し、プリンタードライバーで関連機能を利用できるようにします。 さ
らに、ドライバーのメモリー設定を、プリントシステムにインストールされて
いるメモリーと合わせることによって、ドライバーはフォントのダウンロード
をより効率的に管理できます。 また、管理者、ユーザー、PDL (ページ記述言
語)、互換性の各設定が可能です。

デデババイイスス設設定定へへののアアククセセスス

1 オペレーティングシステムによって、次の手順で行います。

Windows 10、Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2: [ススタターートト] を
右クリック > [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイススととププリリンンタターーのの表表示示] をク
リックします。

Windows 8 および Windows Server 2012: [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイスス
ととププリリンンタターーのの表表示示] を開きます。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2： [ススタターートト] > [デデババイイススととププ
リリンンタターー] をクリックします。

Windows Vista および Windows Server 2008: [ススタターートト] > [ココンントトロローールルパパ
ネネルル] > [ププリリンンタターー] をクリックします。

Windows XP および Windows Server 2003: [ススタターートト] > [ププリリンンタターーとと
FAX] をクリックします。

2 目的のプリントシステムのアイコンを右クリックします。

Windows 10、Windows 8.1、Windows Server 2012 R2、Windows 8、
Windows Server 2012、Windows 7、および Windows Server 2008 R2: [ププ
リリンンタターーののププロロパパテティィーー] をクリックします。

Windows Vista、Windows Server 2008、Windows XP、および Windows
Server 2003: [ププロロパパテティィーー] をクリックします。

3 [デデババイイスス設設定定] をクリックします。

デデババイイススオオププシショョンン

オプション機器の追加を行うと、給紙元やジョブ拡張機能など、プリントシス
テムの機能を拡張できます。

[ジジョョブブ保保存存] タブの [ユユーーザザーーボボッッククスス] 機能を使用するには、まず [デデババイイスス
設設定定] タブでユーザーボックスを作成します。 印刷ジョブを保存するため最大
1000個のユーザーボックスを作成し、印刷ジョブを保存できます。 ユーザー
ボックスは、後でプリントシステムの操作パネルからジョブを印刷できるユー
ザーに割り当てることができます。 また、ストレージデバイスをプリントシ
ステムにインストールすることが必要です。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントはこの機能を使用できません。
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デバイス設定

使使用用ででききるるオオププシショョンンのの設設定定

1 [デデババイイスス設設定定] > [使使用用ででききるるオオププシショョンン] で、インストールされているすべて
のオプションのチェックボックスをオンにします。

2 [OK] をクリックします。

ユユーーザザーーボボッッククススのの設設定定

1 [デデババイイスス設設定定] > [使使用用ででききるるオオププシショョンン] で、[SSD]を選択します。 すでに選
択してある場合は、青色の文字をダブルクリックします。 必要に応じて、
[RAMデディィススクク] のチェックボックスをオフにします。

2 [SSD 設設定定] ダイアログボックスで、[追追加加] をクリックします。

3 [定定義義さされれたたユユーーザザーーボボッッククスス] リストに、新しい [ボボッッククスス番番号号] と [ボボッッククスス
名名称称] が表示されます。 必要に応じて、[ボボッッククスス番番号号] および [ボボッッククスス名名称称]
のテキストボックスで、ボックス番号とボックス名称を変更します。 番号は 1
から 1000 までの整数、名前は最大 32 文字以内である必要があります。 ま
た、ユーザー名は20文字以内で入力してください。

4 [共共有有ボボッッククスス] をオンにすると、複数のユーザーでボックスを共有できます。

チェックボックスがオンの場合、すべてのネットワークユーザーが、ボックス
にジョブを保存できます。

チェックボックスがオフの場合、ボックスの所有者およびネットワーク管理者
だけが、ボックスにジョブを保存できます。

5 印刷を開始する前にユーザーに共有ボックスのパスワードを入力するよう要求
するには、[パパススワワーードドのの確確認認]を選択し、最大16文字のパスワードを入力しま
す。

6 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

印刷中は [ユユーーザザーーボボッッククスス] ダイアログボックスに新しいユーザーボックス
が表示されます。

ユーザーボックスを削除するには、[定定義義さされれたたユユーーザザーーボボッッククスス] リスト
からボックスを選択して、[削削除除] をクリックします。

ユーザーボックスリストをインポートするには、[イインンポポーートト] をクリック
して有効なユーザーボックスリストファイル (.CSV または .KXU) を選択し
ます。

[エエククススポポーートト] をクリックすると、 PC またはネットワーク内の現在の
ユーザーボックスリスト (.CSV または .KXU) を保存できます。 保存された
リストは他のプリンタードライバーにインポートできます。

自自動動設設定定

[自自動動設設定定] は、ネットワークで接続しているプリントデバイスに装着されてい
るデバイスを検出します。 [自自動動設設定定] は入力デバイス、ストレージデバイ
ス、メモリー、RAMディスクの容量を検出します。 コンピューターが TCP/IP
または WSD ポート経由で直接プリントデバイスに接続されている場合、[自自
動動設設定定] ボタンが [デデババイイスス設設定定] に表示されます。 [自自動動設設定定] は、[使使用用でできき
るるオオププシショョンン] のリストや、[メメモモリリーー]、[RAM デディィススククササイイズズ]、オーバー
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デバイス設定

ビューイメージを更新して、プリントシステムとプリンタードライバーの設定
を自動的に一致させます。 [自自動動設設定定] は OSごとに動作が異なります。

[自自動動設設定定] を使用しても、装着されているすべてのデバイスが検出されるわけ
ではありません。 設定内容が正しいことを確認してから、 [デデババイイスス設設定定] で
[OK] をクリックします。

参参考考: Windows XP Service Pack 2 では、Windows のファイアウォールはデ
フォルトで [オオンン] に設定されています。 プリントデバイスと PC 間の通信を
許可するように、設定を変更することもできます。 Windows の [セセキキュュリリ
テティィーーのの警警告告] ダイアログボックスで、 [禁禁止止のの解解除除] をクリックします。

ササイイレレンントト自自動動設設定定

[ササイイレレンントト自自動動設設定定] 機能を選択すると、ドライバーは 10 分おきにプリント
デバイスをチェックし、追加デバイスやメモリーに変更がないかを確認しま
す。 変更が検出されると、ドライバーは自動的に新しい設定に更新されま
す。 [ササイイレレンントト自自動動設設定定] は、Windows Vista 以降の OS にインストールされ
ているプリンタードライバーのみで使用できます。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントはこの機能を使用できません。

自自動動設設定定のの有有効効化化

1 各オプションデバイスがプリントシステムに接続され、プリントシステムの電
源がオンになっており、印刷待機中であることを確認してください。

2 [デデババイイスス設設定定]で、[自自動動設設定定] をクリックします。

Windows XP では、ドライバーの設定がただちに更新されます。

Windows Vista 以降では、[自自動動設設定定] ダイアログボックスが開きます。 自動設
定オプションから選択します。

[自自動動設設定定のの開開始始]
ボタンをクリックして、いつでもプリントシステムの現在の設定を取得で
きます。 [ササイイレレンントト自自動動設設定定] がオフになっているときに、実行すること
をお勧めします。

[ササイイレレンントト自自動動設設定定]
ドライバーがプリントシステムへの変更を指定時間ごとに確認するように
設定する際に選択します。 ドライバーはオプションデバイスやメモリーの
変更を定期的に確認します。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

メメモモリリーー

メモリーは、プリントシステムに搭載された標準メモリーとオプションメモ
リーの合計容量です。 プリントシステムフォントのダウンロード速度を最大
にするために、ドライバーの設定はプリントシステムのメモリーと一致するよ
うに設定します。 デフォルトでは、 [メメモモリリーー] 設定はプリントシステムの標
準メモリーと一致するようになっています。 オプションメモリーを搭載した
場合は、プリンタードライバーのメモリー設定がデバイスのメモリー容量と同
じになるように設定してください。

メメモモリリーーのの設設定定

1 プリントシステムに追加の DIMM メモリーを装着します。
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2 [デデババイイスス設設定定] > [メメモモリリーー] で、装着した全メモリーの容量を入力または選択
します。

[自自動動設設定定] 機能が付いている場合には、そこからメモリー情報を取得すること
ができます。

RAM デディィススクク

RAM ディスクは、仮想ストレージデバイスとして機能し、印刷要求をプリン
トシステムのメモリーに保存します。 RAM ディスクは一時メモリーであるた
め、そこに保存されたデータはすべて、電源を切ると消失します。 RAM ディ
スクサイズの設定は、操作パネルの設定と一致する必要があります。 RAM
ディスクの最大サイズは、搭載されているメモリーの容量によって異なりま
す。

選択すると、[互互換換性性設設定定] ダイアログボックスの [ドドラライイババーーのの部部単単位位設設定定をを
優優先先すするる] 機能により、ドライバーのページ設定が使用されます。 そのため、
RAM ディスクは、印刷ジョブを 1 回送信するだけで、部単位で複数の印刷を
行う場合に速度を上げることが可能です。

参参考考: ストレージデバイスが搭載されている場合は、RAM ディスクの機能は
無効となります。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントは、この機能を使用できません。

RAM デディィススククのの設設定定

1 プリントシステムの操作パネルで、RAM ディスクをオンにして、サイズを設
定します。

2 [デデババイイスス設設定定] > [使使用用ででききるるオオププシショョンン] で、[RAM デディィススクク]を選択します。

3 [RAM デディィススククササイイズズ] に、設定したい RAM ディスクのサイズを入力または
選択します。

管管理理者者設設定定

[管管理理者者設設定定] では、アクセスするユーザーや部門の制御、ドライバーの表示タ
ブの設定、および [管管理理者者設設定定] へのアクセスを制御するためのパスワード設
定などを行います。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントはこの機能を使用できません。

一一般般

管理者は、[一一般般] タブで、 [簡簡単単設設定定] タブの表示を制御できます。 いくつか
の [SNMP] 設定や、ジョブの E メール通知、その他各種設定も選択できま
す。

簡簡単単設設定定タタブブをを表表示示すするる

このオプションでは、[簡簡単単設設定定]タブを表示するかを選択できます。 よく使う
印刷時の設定をあらかじめ定義しておき、アクセシビリティーを改善すること
ができます。
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[簡簡単単設設定定タタブブをを表表示示すするる]チェックボックスをオフにすると、[印印刷刷設設定定]ダイ
アログボックスにタブは表示されません。

この機能を有効にするには[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般]で、[簡簡単単設設
定定タタブブをを表表示示すするる]をクリックします。

[簡簡単単設設定定タタブブをを表表示示すするる]チェックボックスをオンにすると、[印印刷刷設設定定]ダイ
アログボックスにタブが表示されます。 [簡簡単単設設定定タタブブをを表表示示すするる]チェック
ボックスを選択する際に、追加のチェックボックスにアクセスできます。

[簡簡単単設設定定タタブブ以以外外をを隠隠すす]を選択すると、[簡簡単単設設定定]タブのみがユーザーに
表示されます。

[初初期期画画面面をを簡簡単単設設定定タタブブににすするる] を選択すると、[印印刷刷設設定定] 画面を開いた
ときの初期画面になります。

[編編集集/追追加加ボボタタンンをを隠隠すす]を選択すると、ユーザーが[簡簡単単設設定定]タブをカスタ
マイズできなくなります。

カカウウンントト情情報報

印刷ジョブにカウント情報を埋め込み、この機能に対応しているアプリケー
ションで部門管理のために使用できます。 カウント情報には、印刷ページ
数、両面印刷、ページ集約、カラーモード、カラーページカウント、用紙サイ
ズなどが含まれます。

[PDF] が PDL として選択されている場合、または XPS ドライバーの場合は、
カラーページカウント情報のみが 印刷ジョブに埋め込まれます。

この機能を有効にするには、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で、[カカウウ
ンントト情情報報]をクリックします。

アアププリリケケーーシショョンン名名をを発発行行

このオプションでは、異なる印刷プロセスを各アプリケーションで使用できる
よう、印刷ジョブにアプリケーション名を付加して送信することができます。

このオプションは、[PDF] が PDL として選択されている場合は使用できませ
ん。

この機能を有効にするには、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で、[アアププ
リリケケーーシショョンン名名をを発発行行] をクリックします。

アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定をを有有効効ににすするる

印刷設定プロファイルを、異なるアプリケーションごとに有効にします。 こ
の機能を使用する前に以下を行ってください。

[印印刷刷設設定定] からアクセスする [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスで、プロ
ファイルを追加します。

同じく [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスで、プロファイルを選び、[アアププ
リリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定] ダイアログボックスでアプリケーションを追加
して有効にします。

デフォルトでは、この機能は有効です。 この機能を無効にするには、[デデババイイ
スス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で、[アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定をを有有効効にに
すするる] のチェックボックスを外します。

パパススワワーードドでで管管理理者者設設定定をを保保護護すするる

[管管理理者者設設定定] ダイアログボックスで [設設定定をを保保護護すするる] をオンにし、このダイア
ログボックスに対して不正な変更が行われるのを防ぎます。 この設定を選択
すると、パスワードの入力および確認のための再入力を求められます。 この
パスワード保護により、すべての [管管理理者者設設定定] オプションへのアクセスがブ
ロックされます。
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管管理理者者パパススワワーードドのの設設定定

1 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で [設設定定をを保保護護すするる] を選択します。

2 [パパススワワーードド設設定定] ダイアログボックスで、4～16文字のパスワードを入力しま
す。 [新新ししいいパパススワワーードドのの確確認認] にパスワードを再入力して、[OK]をクリック
します。

管管理理者者パパススワワーードドののククリリアア

1 [デデババイイスス設設定定]で、 [管管理理者者設設定定] をクリックします。

2 [パパススワワーードド設設定定] ダイアログボックスで、パスワードを入力し [OK] をクリッ
クします。

3 [管管理理者者設設定定] ダイアログボックスで、[設設定定をを保保護護すするる] チェックボックスの
チェックを外し、[OK] をクリックします。

初初期期設設定定ププロロフファァイイルルをを隠隠すす

[簡簡単単設設定定] タブと [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスから [初初期期設設定定] プロ
ファイルを隠すことができます。

チェックボックスをオンにすると[初初期期設設定定]プロファイルがリストに表示さ
れません。

チェックボックスをオフにすると [初初期期設設定定] プロファイルがリストに表示
されます。

SNMP 設設定定

簡易ネットワーク管理プロトコル ([SNMP]) は、デバイスエージェントの管理
およびネットワーク管理システムを制御する、アプリケーションレイヤーのプ
ロトコルです。 プリントシステムなどの管理対象デバイスは、ネットワーク
管理システム用の管理情報を収集して格納します。 [SNMP] のセキュリティー
レベルは、[SNMP 設設定定] ダイアログボックスの設定により指定されます。
[SNMPv3] では、暗号化と認証がサポートされます。 [SNMP] 設定は、プリン
タードライバーおよびプリントシステムのホームページで設定する必要があり
ます。

使用可能な [SNMP] オプションは、次のとおりです。

[SNMPv1/v2c]
[リリーードドココミミュュニニテティィーー名名] と [ラライイトトココミミュュニニテティィーー名名] を使用して管理対
象デバイスと通信します。

[SNMPv3]
認証と暗号化のセキュリティー拡張機能には、ユーザー名とパスワードが
必要です。 [設設定定] をクリックすると、認証オプションやプライバシーオプ
ションが利用できるようになります。

[設設定定をを他他のの機機種種にに反反映映]
このオプションを使用すると、設置したプリントシステムのリストが表示
され、選択した [SNMP] 設定を適用することができます。

SNMPv3オオププシショョンン

[SNMPv3] オプションを選択すると、プリントシステムとの接続に信頼性を高
めることができます。
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[認認証証]
転送されたファイルが完全な状態で到達し受信されたかどうかを、チェックす
るアルゴリズムを実行します。 Message Digest 5 ([MD5]) およびSecure Hash
Algorithm 1 ([SHA1]) は、パケットデータの認証に用いられるアルゴリズムで
す。

[MD5]
このオプションは、128 ビットのハッシュ値を生成する暗号化用ハッシュ
関数を実行します。

[SHA1]
160ビット長のメッセージダイジェストを生成します。 [SHA1] は、[MD5]
の後継アルゴリズムです。

[暗暗号号通通信信]
接続の信頼性を高めるために暗号化が使用されます。 このオプションは、 [認認
証証] オプションを選択すると選択できるようになります。 次の [暗暗号号通通信信] オプ
ションから1つ選択してください。

[DES]
暗号化技術としてData Encryption Standardが使用されます。 [DES] は、暗
号化アルゴリズムを使用して平文を暗号文に変換します。 暗号化と復号化
には、8バイト長のブロックと56ビット長の鍵が使用されます。

[AES]
暗号化技術としてAdvanced Encryption Standardが使用されます。 [AES]
は、対称的に構成されたブロックによる暗号文で、128、192、256ビット
長の暗号鍵を使用して128ビットのデータブロックを処理することができま
す。 この方法は、 [DES] よりも安全性が高くなります。

SNMP 設設定定のの選選択択

1 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で [SNMP設設定定] をクリックします。

2 [SNMPv1/v2c]または[SNMPv3]を選択します。

[SNMPv1/v2c] の場合は、[リリーードドココミミュュニニテティィーー名名]と[ラライイトトココミミュュニニ
テティィーー名名]を最大 32 文字で入力します。

[SNMPv3] の場合は、[ユユーーザザーー名名] を最大 32 文字で入力して、[パパススワワーー
ドド] を 8 ～ 32 文字で入力します。

3 [SNMPv3]に認証とプライバシーオプションを設定するには、[設設定定] をクリッ
クします。

4 [SNMPv3 設設定定] ダイアログボックスで、使用可能なオプションを選択し、
[OK] をクリックします。

5 オプション: [設設定定をを他他のの機機種種にに反反映映]から、設定を反映させるモデルを選択で
きます。 [SNMP] の設定が、選択したすべてのモデルに適用されます。

6 [OK] をクリックします。

ジジョョブブのの E メメーールル通通知知

この機能は、印刷ジョブと同時にE メールアドレスを送信します。 ジョブの
印刷が終了すると、送信されたアドレスに、デバイスからEメールが送信され
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ます。 デバイスが複数のジョブを印刷していて、印刷が終了まで時間がかか
る場合に便利です。

クライアント/サーバー環境の制限されたユーザーの場合、[デデババイイスス設設定定] の
[管管理理者者設設定定] ボタンが、[認認証証] ボタンになります。 E メール通知のデータは、
[認認証証設設定定] ダイアログボックスで入力できます。

E メメーールル通通知知オオププシショョンンをを選選択択

1 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般]で、[印印刷刷完完了了通通知知] を選択します。

2 E メールアドレスのオプションを選択します。

[特特定定のの E メメーールルアアドドレレススをを使使用用] を選択し、有効な E メールアドレスを入
力します。 クライアント/サーバー環境では、クライアントユーザーによる
アドレス変更が可能です。

[印印刷刷時時にに E メメーールルアアドドレレススをを入入力力] を選択し、[OK] をクリックします。
印刷の際に、[印印刷刷] ダイアログボックスで [OK] をクリックし、[印印刷刷オオププ
シショョンン]または[認認証証設設定定]ダイアログボックスで有効な E メールアドレスを
入力し、[OK] をクリックします。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ロロッックク設設定定

管理者は、ドライバーの各タブの設定や機能レベルを指定し、それらをロック
することができます。 ロックされた設定は、すべての印刷ジョブに適用さ
れ、変更が制限されます。 ロック設定は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] >
[ロロッックク設設定定]で行います。 例えば、印刷は両面で行うようにドライバーを設定
しておくことができます。 用紙が節約されるため、経費の削減および環境保
護につながります。

設定をロックすると、他のタブで表示される同じ機能もロックされます。 例
えば、[両両面面印印刷刷]を選択すると、[簡簡単単設設定定] および [基基本本設設定定] タブでもその機
能がロックされます。

また管理者は、一時的に機能のロックを解除するためのパスワードを設定する
こともできます。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントはこの機能を利用できません。

ロロッックク設設定定ののオオププシショョンン

[ロロッックク設設定定] タブには、管理者がロックできるドライバー設定が表示されま
す。 ロックすると、ユーザーの変更は制限され、設定はすべての印刷ジョブ
に適用されます。 設定が有効になると、[パパススワワーードドのの設設定定] オプションにア
クセスできます。 これにより、管理者は用紙やトナー量の使用を制御できま
す。

[エエココププリリンントト]
[簡簡単単設設定定]、[基基本本設設定定]、または [印印刷刷品品質質] タブで選択されている [エエココププ
リリンントト] 設定をロックします。

[両両面面印印刷刷]
[簡簡単単設設定定] または [基基本本設設定定] タブで選択されている [両両面面印印刷刷] 設定をロッ
クします。

[ペペーージジ集集約約]
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[簡簡単単設設定定] タブの現在の [ペペーージジ集集約約] 設定、および [レレイイアアウウトト] タブの
[ペペーージジ集集約約] 設定がロックされます。 [レレイイアアウウトト] タブでは、[ペペーージジ集集
約約] オプションはロックされていません。

[アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定]
アプリケーションごとに定義されている、ドライバー設定のプロファイル
をロックします。

[ジジョョブブ保保存存タタブブ]
[ジジョョブブ保保存存] タブで選択された設定がロックされます。

[セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク]
[拡拡張張機機能能] タブの [セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] 設定をロックしま
す。 [セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] は、オプションのプラグインで
す。

[ウウォォーータターーママーークク]
[拡拡張張機機能能] タブの [ウウォォーータターーママーークク] 設定をロックします。

[パパススワワーードドのの設設定定]
管理者が設定したパスワードを使用して、選択したドライバー機能をロッ
クできます。 管理者がパスワードを設定している場合、ドライバーのタ
ブ、または [アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定] ダイアログボックスに、[ロロッッ
クク解解除除] アイコンが表示されます。 ロックを解除するには、[ロロッックク解解除除]
をクリックし、パスワードを入力します。

ドドラライイババーー設設定定ののロロッックク

1 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定]で [ロロッックク設設定定]をクリックします。

2 ロックする各ドライバー機能のチェックボックスを選択します。

3 一時的に設定をアンロックするためにパスワードを設定する場合は、[パパスス
ワワーードドのの設設定定]のチェックボックスを選択します。

[パパススワワーードドのの設設定定]ダイアログボックスで、4～16 文字のパスワードを入力し
ます。 [新新ししいいパパススワワーードドのの確確認認]にもう一度パスワードを入力し、[OK] をク
リックします。

パスワードを削除するには、[パパススワワーードドのの設設定定]チェックボックスのチェック
を外します。 [パパススワワーードドのの解解除除]ダイアログボックスで、パスワードを入力し
[OK] をクリックします。

4 [ロロッックク設設定定]の内容を保存するには、[OK] をクリックします。

パスワードが設定されている場合は、ロックされている機能が表示されている
ドライバータブに、[ロロッックク解解除除]アイコンが表示されます。 機能のロックを解
除し一時的に設定を変更するには、[ロロッックク解解除除]をクリックし、パスワードを
入力します。

ユユーーザザーー管管理理

[ユユーーザザーー管管理理] は、部署や部門ごとに権限を割り当てる [部部門門管管理理] とは異な
り、ユーザーごとにジョブ制限を提供します。 プリントデバイスには最大100
個のログインユーザー名とパスワードを登録することができ、プリンタードラ
イバーに保存されます。

ユーザーはユーザー名とパスワードによって認識されます。 ユーザー名は、
UPN 形式 (username@domain.com) で入力する必要があります。 この機能
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は、印刷および課金を安全に行うため、指定されたユーザーのみが印刷を行え
ます。 各ユーザーが印刷したページ数は、プリントシステムによって管理さ
れます。

また、プリンタードライバーに追加されたユーザーをプリントシステムの操作
パネルに手動で登録する必要があります。

クライアント/サーバー環境では、クライアントは一部のオプションを利用で
きません。

クライアント/サーバー環境の制限されたユーザーの場合、[デデババイイスス設設定定] の
[管管理理者者設設定定] ボタンが、[認認証証設設定定] ボタンになります。 ユーザーログインの
データは、[認認証証設設定定] ダイアログボックスで入力できます。

ユユーーザザーー管管理理ののオオププシショョンン

ドライバーで選択した [ユユーーザザーー管管理理] の設定は、PC から送信されたすべての
印刷ジョブに適用されます。

[特特定定ののロロググイインンユユーーザザーー名名をを使使用用]
このオプションは、特定のユーザー名とパスワードを指定して、すべての
印刷ジョブに対して同じ [ユユーーザザーー管管理理] が使用できます。 このオプション
が選択されていると、ユーザーは印刷ジョブごとにユーザー名とパスワー
ドを入力する必要がありません。

クライアント PC はクライアント/サーバー環境で、管理者によって設定さ
れたデフォルトのユーザー名とパスワードを使用するか、他の名前とパス
ワードを入力することができます。 [標標準準にに戻戻すす] をクリックするとデフォ
ルトの設定に戻ります。

[印印刷刷時時ににロロググイインンユユーーザザーー名名をを入入力力]
印刷の際にユーザー名とパスワードの入力を求められます。 リストにはな
いユーザー名を使用し、リストにユーザー名を追加しないでおくこともで
きます。 印刷ジョブを送信する際、プロンプトが表示されたらユーザー名
とパスワードを入力し、[OK]をクリックして印刷します。

[印印刷刷時時ににロロググイインンユユーーザザーー名名をを入入力力 (ロロググイインンユユーーザザーーのの確確認認)]
印刷の際にユーザー名とパスワードの入力を求められます。 印刷するジョ
ブに関して、入力されるユーザー名とパスワードは[登登録録ロロググイインンユユーーザザーー
リリスストト] にある必要があります。 ドライバーの [登登録録ロロググイインンユユーーザザーー] リ
ストに入力されている [ロロググイインンユユーーザザーー名名] を使用できます。 印刷ジョブ
を送信する際、プロンプトが表示されたらユーザー名とパスワードを入力
し、[OK]をクリックして印刷します。 このオプションは、選択されたユー
ザー名がドライバーに保存されていることが確認された場合にのみ、ジョ
ブを印刷します。

[ユユーーザザーー (ホホスストト) 毎毎ににロロググイインンユユーーザザーー (デデババイイスス) をを確確認認]
このオプションは、Windows [ユユーーザザーー名名]をドライバーの [登登録録ロロググイインン
ユユーーザザーーリリスストト] で検索します。 確認は、ユーザーがジョブを印刷する際
に行われます。 Windows [ユユーーザザーー名名] が [登登録録ロロググイインンユユーーザザーーリリスストト] に
存在する場合、そのリスト内の関連付けられたドライバーの[ロロググイインンユユーー
ザザーー名名]とパスワードを使用してジョブを印刷できます。

一致したユーザー名が見つからなかった場合、ドライバーは管理者権限ま
たはユーザー権限のチェックを行います。 ユーザー権限のみ持つユーザー
は、印刷ジョブはキャンセルされ、管理者に問い合わせて印刷権限を取得
するよう促すメッセージが表示されます。 管理者権限を持つユーザーは、
ドライバーにより、[ロロググイインンユユーーザザーー名名] とパスワードの入力を求められ
ます。 Windows [ユユーーザザーー名名] とともに、これらをリストに追加しておく
と、印刷ジョブを続行するためにユーザーが [ロロググイインンユユーーザザーー名名] とパス
ワードを再入力する必要がなくなります。

[登登録録ロロググイインンユユーーザザーーリリスストト]
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クリックして、ログインユーザー名とパスワードを追加、削除、編集、イ
ンポート、またはエクスポートすることができます。 [登登録録ロロググイインンユユーー
ザザーーリリスストト]を作成すると、このリストをテキストファイル
(.CSV、.KXC、.TXT) 形式で保存することにより、まとめてエクスポート
することができます。 [登登録録ロロググイインンユユーーザザーーリリスストト]をインポートするに
は、既存のリストを参照し、それをプリンタードライバーに保存します。

ユユーーザザーー管管理理をを使使用用ししてて印印刷刷

ログインユーザー名が割り当てられ、プリントシステムのユーザーログイン
モードが [オオンン] に設定された後、[ユユーーザザーー管管理理] を選択して、ユーザーログイ
ンモードで印刷を実行できます。

クライアント/サーバー環境では、クライアントには自動的にサーバーで設定
した [ユユーーザザーー管管理理] の設定が適用されます。

1 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ユユーーザザーー管管理理] で、[ユユーーザザーー管管理理] を選択し
ます。

2 [ユユーーザザーー管管理理] オプションを選択します。

[特特定定ののロロググイインンユユーーザザーー名名をを使使用用]
[印印刷刷時時ににロロググイインンユユーーザザーー名名をを入入力力]

[特特定定ののロロググイインンユユーーザザーー名名をを使使用用] または、[印印刷刷時時ににロロググイインンユユーーザザーー名名をを
入入力力] を選択した場合は手順 5 に進みます。

参参考考: ログインユーザー名リストを作成すると、上記以外の [ユユーーザザーー管管理理]
オプションも選択可能になります。

3 [登登録録ロロググイインンユユーーザザーーリリスストト]は、ボタンをクリックして確認や管理ができま
す。

4 以下の [ユユーーザザーー管管理理] オプションから選択します。

[印印刷刷時時ににロロググイインンユユーーザザーー名名をを入入力力 (ロロググイインンユユーーザザーーのの確確認認)]
[ユユーーザザーー (ホホスストト) 毎毎ににロロググイインンユユーーザザーー (デデババイイスス) をを確確認認]

5 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

6 アプリケーションから文書を印刷します。

7 [印印刷刷オオププシショョンン] または [認認証証設設定定] ダイアログボックスが表示されたらユー
ザー名とパスワードを入力または選択して、[OK] をクリックします。

部部門門管管理理

[部部門門管管理理] によって、管理者はプリントシステムの使用を制御することができ
ます。 [部部門門管管理理] で、ユーザーあるいは部署に部門コード (識別番号) を割り
当てられます。 特定の部門コードを割り当て、印刷の際に入力を求める設定
を行うことができます。 部門コードを作成すると、プリントシステムの操作
パネルから、特定の部門コードに関連付けられている印刷枚数を確認したり、
部門コードごとに印刷枚数を制限したりできるようになります。 部門コード
は、最大 8 桁まで指定可能です。
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参参考考: プリントシステムで [部部門門管管理理] が [オオンン] に設定されている必要があり
ます。 プリントシステムには最大 100 件の部門コードユーザー名とパスワー
ドが登録可能で、プリンタードライバーには 100 件の部門コードとパスワー
ドを保存して、複数のプリントシステムで使用することができます。

クライアント/サーバー環境では、クライアントは一部のオプションを利用で
きません。

クライアント/サーバー環境の制限されたユーザーの場合、[デデババイイスス設設定定] の
[管管理理者者設設定定] ボタンが、[認認証証] ボタンになります。 部門管理のデータは、[認認
証証設設定定]ダイアログボックスで入力できます。

部部門門管管理理オオププシショョンン

[部部門門管管理理] では、次の設定が行えます。

[特特定定ののココーードドをを使使用用]
このオプションでは、部門コードを使用してユーザーまたはグループの印
刷ジョブを管理します。 印刷ジョブごとに部門コードが送信されます。 管
理者は [管管理理者者設設定定] ダイアログボックスの一般タブで、[設設定定をを保保護護すするる]
をオンにして、ユーザーあるいはグループが部門コードを変更しないよう
に制限できます。

クライアント PC はクライアント/サーバー環境で、管理者によって設定さ
れたデフォルトの部門コードを使用するか、他の部門コードを入力するこ
とができます。 [標標準準にに戻戻すす] をクリックするとデフォルトの設定に戻りま
す。

[印印刷刷時時ににココーードドをを入入力力]
このオプションでは、部門コード を入力するよう求めるだけでなく、部門
コードを使用してユーザーまたはグループの印刷ジョブを管理します。 印
刷ジョブが送信されるとき、ユーザーは部門コード ID を入力するよう求め
られます。

[部部門門ココーードド]
リストの部門コードを追加、編集、または削除できます。 最大 100 個の部
門コードをドライバーに保存できます。 部門コードリストを作成すると、
このリストをテキストファイル (.CSV、.KXC、.TXT) 形式で保存すること
により、まとめてエクスポートすることができます。 部門コードリストを
インポートするには、既存のリストを参照して開きます。

[印印刷刷時時ににココーードドをを入入力力（（ココーードドリリスストトのの確確認認））]
このオプションでは、ドライバーに保存された部門コードを指定するよう
求められます。 印刷ジョブを送信する際、プロンプトが表示されたら部門
コードを入力し、 [OK] をクリックして印刷します。 部門コードは、部門
コードリストと照合されます。 入力を間違えた場合は、もう一度部門コー
ドを入力するよう求められます。

[印印刷刷時時ににココーードドリリスストトかからら選選択択]
このオプションでは、印刷時に部門コードリストを表示します。 ユーザー
またはグループに印刷ジョブを割り当てることができます。 部門コードは
ドライバーに保存され、リストを表示するには 1 つ以上の部門コードを作
成しておく必要があります。

[ユユーーザザーー (ホホスストト) 毎毎にに部部門門ココーードドをを確確認認]
このオプションは、Windows ユーザー名をドライバーの[部部門門ココーードド] で検
索します。 確認は、ユーザーがジョブを印刷する際に行われます。
Windows ユーザー名が [部部門門ココーードド] に存在する場合は、そのリスト内の関
連付けられたドライバーの部門コードを使用してジョブを印刷できます。

一致したユーザー名が見つからなかった場合、ドライバーは管理者権限ま
たはユーザー権限のチェックを行います。 ユーザー権限のみ持つユーザー
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は、印刷ジョブはキャンセルされ、管理者に問い合わせて印刷権限を取得
するよう促すメッセージが表示されます。 管理者権限を持つユーザーは、
ドライバーにより、部門コードの入力を求められます。 Windows ユーザー
名とともに、これをリストに追加しておくと、印刷ジョブを続行するため
にユーザーが 部門コードを再入力する必要がなくなります。

部部門門ココーードドをを追追加加ままたたはは編編集集

1 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [部部門門管管理理]から、 [部部門門管管理理]を選択します。

部門コードを作成するには、[追追加加] をクリックします。

既存の部門コードを編集するには、リストからコードを選択し [編編集集] をク
リックします。

2 [ココーードド] で、最大 8 桁の数字を入力します。

3 [説説明明]に、ユーザーやグループ名などの部門コードの説明を入力できます。

4 [ユユーーザザーー名名] で、Windows ユーザー名を、最大 20 文字で入力します。 ユー
ザー名は大文字と小文字の区別がありません。

5 [追追加加] (Add) をクリックして [ユユーーザザーー名名 (ホホスストト)] リストに名前を追加しま
す。 各部門コードに最大 100 個の名前を追加できます。

6 名前をリストから削除するには、削除する名前を選択し [削削除除] (Delete) をク
リックします。

7 [OK] をクリックします。

部部門門管管理理をを使使用用ししてて印印刷刷

1 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [部部門門管管理理]から、 [部部門門管管理理]を選択します。

2 次の [部部門門管管理理] オプションを選択します。

[特特定定ののココーードドをを使使用用]
[印印刷刷時時ににココーードドをを入入力力]

[特特定定ののココーードドをを使使用用] または [印印刷刷時時ににココーードドをを入入力力] を選択した場合は手順 5
に進みます。

参参考考: 部門コードをリストに登録すると、上記以外の [部部門門管管理理] オプション
も選択可能になります。

3 [部部門門ココーードド] リストは、ボタンをクリックして確認や管理ができます。

4 次の [部部門門管管理理] オプションから選択します。

[印印刷刷時時ににココーードドをを入入力力（（ココーードドリリスストトのの確確認認））]
[印印刷刷時時ににココーードドリリスストトかからら選選択択]
[ユユーーザザーー (ホホスストト) ごごととにに部部門門ココーードドをを確確認認]

3-13 操作手順書



デバイス設定

5 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

6 アプリケーションから文書を印刷します。

7 一部のオプションでは、[印印刷刷オオププシショョンン] または [認認証証設設定定] ダイアログボック
スが表示されるため、部門コードを入力または選択して、[OK] をクリックし
ます。

ユユーーザザーー設設定定

[ユユーーザザーー設設定定] を使用すると、ユーザー名や部署・部門名の指定、デフォルト
の単位の選択を行うことができます。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントはこの機能を使用できません。

ユユーーザザーー登登録録

[ユユーーザザーー登登録録] では、最大 31 文字の [ユユーーザザーー名名] と [部部署署・・部部門門名名] を使用し
て、印刷ジョブを識別できます。 [ユユーーザザーー名名]は、ストレージデバイスに保存
されている印刷ジョブの識別に使用することができます。

ユユーーザザーー登登録録情情報報のの設設定定

1 [デデババイイスス設設定定] > [ユユーーザザーー設設定定] で、[ユユーーザザーー名名] テキストボックスにユー
ザー名を入力します。

2 [部部署署・・部部門門名名] テキストボックスに、部署・部門名またはグループ名を入力し
ます。

[ユユーーザザーー名名] および [部部署署・・部部門門名名] テキストボックスには、最大 31 文字まで
入力することができます。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

単単位位

単位には、 [イインンチチ] または [ミミリリ] のいずれかを設定することができます。 こ
れは、次の設定に使用されます。

[基基本本設設定定] タブの [原原稿稿ササイイズズ] 設定。

[拡拡張張機機能能] タブの [ウウォォーータターーママーーククのの追追加加] および [ウウォォーータターーママーーククのの編編
集集] ダイアログボックスにある [間間隔隔] の設定。

[レレイイアアウウトト] タブの [ポポススタターー印印刷刷] 設定および [ととじじししろろ設設定定] の設定。

単単位位のの選選択択

1 [デデババイイスス設設定定] > [ユユーーザザーー] で [イインンチチ] または [ミミリリ] のいずれかを選択しま
す。

2 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ペペーージジ記記述述言言語語 (PDL)
[PDL (ペペーージジ記記述述言言語語)] では、印刷ページのコンテンツおよびレイアウトを指
定します。 [デデババイイスス設設定定] で、[PCL XL] (Printer Command Language XL)、
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[PCL 5e]、[KPDL] (PostScript 印刷のエミュレーション)、または [PDF] (ポー
タブルドキュメントフォーマット) の中から選択できます。 PDL として [PDF]
を追加するには、[Output to PDF]（PDF 作成）プラグインをインストールす
る必要があります。 デフォルトは、一般的に使用されている [PCL XL] に設定
されています。

PDL を選択すると、[デデババイイスス設設定定] および [印印刷刷設設定定] のすべてのタブにある
オーバービューイメージの下隅に、選択した PDL が表示されます。 [印印刷刷設設
定定] の任意のタブで PDL を一時的に変更することもできます。

[GDI 互互換換モモーードド] は、ベクトルグラフィックのラスターライズを行い、ビット
マップイメージとして印刷します。 [GDI 互互換換モモーードド] を使用すると、アプリ
ケーションで作成したグラフィックを高品質で出力することができます。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントはこの機能を使用できません。

使用するアプリケーションが XML Print Specification をサポートしている場
合、XPS ドライバーをインストールした後で XPS 印刷を実行できます。 XPS
ドライバーの場合、選択可能な PDL は [XPS] のみです。

PDL オオププシショョンン

PDL オプションは、[デデババイイスス設設定定] の [PDL (ペペーージジ記記述述言言語語)] ダイアログ
ボックスで選択できます。

PCL XL
HP PCLとPCL 6の最新バージョンです。このPDLには、PCL 5eの機能が含ま
れています。 PCL XLには、PCLの旧バージョンとの下位互換性がありません
が、次の点において、PCL 5eの機能よりも強化されています。

ファイルサイズの圧縮

印刷速度の高速化

アプリケーションに戻る速度の高速化

[セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] に対応

[細細線線化化] に対応

PCL 5e
PCLの旧バージョンとの完全な互換性

双方向通信のサポート

Microsoft Windows のアプリケーションで使用できるフォントの種類の拡大

複雑なグラフィックは印刷できない場合があります

[ププロロロローーググ/エエピピロローーググ]で、[ペペーージジののははじじめめ/ペペーージジのの終終わわりり]が使用でき
ます

KPDL
PostScript 2 または 3 がサポートされているアプリケーションから印刷する場
合は、KPDL を使用します。

PostScript 印刷のエミュレーション

グラフィックの再生機能の強化

印刷速度は、PCL 5eよりも遅くなる場合があります

PCL 5e よりも大きなデバイスメモリー容量が必要です

ネイティブTrueTypeフォントのダウンロードが可能です

多彩な [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定] オプションをサポートしています
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[EMF ススププーールルをを行行うう] は、[パパススススルルーーモモーードド] が選択されている場合は使
用できません

PDF
[Output to PDF] (PDF 作成) は、さまざまなデータ元から文書を Adobe PDF
形式に印刷または保存できるプラグインです。 PDF 形式は、文書の作成に使
われたオペレーティングシステムや、アプリケーションに依存しません。

PDF 文書作成のため、既存の市販アプリケーションの代用として使用可能

元の文書のレイアウトを保持

PDF コンテンツを表示できる OS 上で閲覧や印刷が可能

いくつかのドライバー機能は使用不可

PDL 設設定定

ページ記述言語によっては、[PDL (ペペーージジ記記述述言言語語)] ダイアログボックスで追
加の設定を行うことができます。

PCL XL 詳詳細細設設定定

[ススママーートト両両面面印印刷刷]
両面印刷の際に、片面のみの印刷で終わる場合、用紙が両面ユニットを経
由しないで印刷を終えるようにします。 片面 1 ページのみの文書を印刷す
る場合、複数ページの文書から 1 ページのみを印刷する場合、複数ページ
をページ集約機能で 1 ページに印刷する場合は、用紙は両面ユニットを通
過しません。 このオプションを選択すると、両面ユニットの消耗を低減で
き、印刷時間の短縮にもつながります。

[白白紙紙をを印印刷刷ししなないい]
このオプションは、印刷データのないページや、空白 (スペース) 文字のみ
のページの出力を防ぎます。 これにより、用紙の節約と印刷時間の多少の
短縮が可能です。 この機能はブックレットや両面印刷、ページ集約では使
用できません。

[印印字字領領域域互互換換]
[印印字字領領域域互互換換]をチェックすると、印刷領域が他社製製品の印刷領域と異な
る際に、近づけることができる場合があります。

KPDL 詳詳細細設設定定

[ススママーートト両両面面印印刷刷]
両面印刷の際に、片面のみの印刷で終わる場合、用紙が両面ユニットを経
由しないで印刷を終えるようにします。 片面 1 ページのみの文書を印刷す
る場合、複数ページの文書から 1 ページのみを印刷する場合、複数ページ
をページ集約機能で 1 ページに印刷する場合は、用紙は両面ユニットを通
過しません。 このオプションを選択すると、両面ユニットの消耗を低減で
き、印刷時間の短縮にもつながります。

[白白紙紙をを印印刷刷ししなないい]
このオプションは、印刷データのないページや、空白 (スペース) 文字のみ
のページの出力を防ぎます。 これにより、用紙の節約と印刷時間の多少の
短縮が可能です。 この機能はブックレットや両面印刷、ページ集約では使
用できません。 このオプションが選択されている場合、[パパススススルルーーモモーー
ドド] は使用できません。

[パパススススルルーーモモーードド]
このオプションは、PostScript 形式のアプリケーションによる複雑なジョ
ブを印刷する際に、エラーを減らすことができます。 チェックすると [拡拡
張張機機能能] タブの [EMF ススププーールルをを行行うう] は使用できません。

[PDF 詳詳細細設設定定]
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文書を Adobe PDF フォーマットで印刷および保存するオプションを提供し
ます。 詳細については、 PDF の項を参照してください。

デデババイイスス設設定定でで PDL をを選選択択すするる

1 [デデババイイスス設設定定] > [PDL] で、 [言言語語のの選選択択] リストから、ページ記述言語を選択
します。

[PCL XL] を選んだ場合は、[ススママーートト両両面面印印刷刷]、[白白紙紙をを印印刷刷ししなないい]、お
よび [印印字字領領域域互互換換] を選択できます。

[KPDL] を選択すると、[ススママーートト両両面面印印刷刷]、[白白紙紙をを印印刷刷ししなないい]、および
[パパススススルルーーモモーードド] を選択できます。 [パパススススルルーーモモーードド] を選択すると、
[詳詳細細設設定定] タブの [EMFススププーールルをを行行うう] は使用できません。

[PDF] を選択すると、[PDF 詳詳細細設設定定] をクリックして、[PDF 詳詳細細設設定定] ダ
イアログボックスを開くことができます。

2 [GDI 互互換換モモーードド] を選択すると、アプリケーションで作成したグラフィック
データの印刷品質を向上できる場合があります。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

PDF
[PDF作作成成] プラグインは、さまざまなデータ元から文書を Adobe PDF 形式に
印刷または保存できます。 この機能は、PDF 文書を作成する場合に、既存の
商用アプリケーションの代わりとして利用することができます。 PDF 形式で
保存された文書は、元の文書のレイアウトを保持し、PDF コンテンツを表示
できる OS 上で閲覧、印刷ができます。

複数の用紙サイズが混在する文書の場合は、PDF のすべてのページで、最初
のページのサイズが使用されます。

参参考考: PDL として [PDF] を選択した場合は、一部のドライバーのオプション
のみ利用できます。

PDFオオププシショョンン

[Output to PDF] (PDF 作成) プラグインがインストールされている場合、PDF
オプションを選択できます。

[PDF 詳詳細細設設定定] ダイアログボックスで、 次のオプションが使用できます。

[フフォォンントトをを埋埋めめ込込むむ]
このオプションを使用すると、文書のフォントは PDF ファイルで設定され
たとおりに画面に表示されます。 このオプションを使用すると、ファイル
の見ばえを正確に再現することができますが、ファイルサイズが非常に大
きくなります。

[デデーータタをを圧圧縮縮すするる]
このオプションを使用すると、PDF 文書を圧縮できます。 ファイルサイズ
が大幅に小さくなります。

[印印刷刷とと保保存存 オオププシショョンン]
リストから、印刷 ([印印刷刷ののみみ])、PDF ファイルに保存 ([フファァイイルルにに保保存存])、
またはその両方 ([印印刷刷とと保保存存]) を選択します。 保存オプションを選択する
と、[PDF 詳詳細細設設定定] ダイアログボックスで追加オプションを選択できま
す。

[既既定定ののフフォォルルダダーーにに自自動動保保存存]
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PDF ファイルを自動的に規定のフォルダーに保存します。 PDF ファイル
を保存する場所を指定します。

[日日付付とと時時間間]
チェックボックスを選択すると、同じファイル名に、ファイル保存時の日
付と時間が追加されます。 チェックボックスを非選択にすると、同名の
ファイルがすでに存在する場合、そのファイルを上書きします。

[暗暗号号化化]
暗号化では、PDF ファイルの暗号化のレベルを選択します。 暗号化で [な
し] 以外を選択すると、パスワードによる保護をかけることができ、許可さ
れていないユーザーが文書を開いたり、変更したりすることを防げます。

[Arc4 40]
この暗号化オプションによって、PDF 文書に低レベルのセキュリティーを
かけることができます。 この機能は、Adobe Acrobat および Adobe
Reader 6.0 以前のバージョンに対応しています。

[Arc4 128]
この暗号化オプションによって、PDF 文書に低レベルのセキュリティーを
かけることができます。 この機能は、Adobe Acrobat および Adobe
Reader 6.0 以降のバージョンに対応します。

[AES 128]
この暗号化オプションによって、PDF 文書に高レベルのセキュリティーを
かけることができます。 この機能は、Adobe Acrobat および Adobe
Reader 7.0 以降のバージョンに対応します。

[AES 256]
この暗号化オプションによって、PDF 文書に高レベルのセキュリティーを
かけることができます。 この機能は、Adobe Acrobat および Adobe
Reader 9.0 以降のバージョンに対応します。

[パパススワワーードド保保護護]
セキュリティー設定を変更したり、文書を開いたりする場合は、パスワー
ドを選択します。 パスワードには、最大 16 文字まで設定できます。

[セセキキュュリリテティィーー設設定定をを変変更更すするるパパススワワーードド]
チェックボックスを選択し、オーナーパスワードを入力します。 Adobe
Acrobat では、[フファァイイルル] > [ププロロパパテティィーー] > [セセキキュュリリテティィーー] タブから、
セキュリティー設定を変更する際にこのパスワードが必要となります。 こ
のパスワード保護付きの PDF ファイルを Adobe Reader で開いた場合、文
書の印刷、編集、内容のコピーなどはできません。

[文文書書をを開開くくパパススワワーードド]
チェックボックスを選択し、ユーザーパスワードを入力します。 PDF 文書
を開く際は、ユーザーパスワードを入力する必要があります。 このパス
ワードは、オーナーパスワードとは異なるものに設定しなければなりませ
ん。

PDF のの印印刷刷とと保保存存

1 [デデババイイスス設設定定] > [PDL] で、[言言語語のの選選択択] リストから [PDF] を選択します。

2 [PDF 詳詳細細設設定定] をクリックします。

3 [PDF 詳詳細細設設定定] ダイアログボックスの、[印印刷刷とと保保存存オオププシショョンン] で、PDF
ファイルを印刷、保存、または印刷して保存するかどうかを選択します。
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4 手順 3 で保存オプションを選択した場合は、保存先フォルダー、暗号化、パス
ワードオプションを指定します。

5 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

6 文書を開いて印刷します。

7 PDF ファイルに名前を付けて、保存します。

XPS ドドラライイババーー

Windows 10、Windows 8.1、Windows Server 2012 R2、Windows 8、
Windows Server 2012、Windows 7、Windows Server 2008 R2、Windows
Vista (最新のプラットフォームアップデートを含む SP2)、および Windows
Server 2008 では、 XML Paper Specification ([XPS]) を使用できます。 ページ
記述言語は、書類の表示、処理、印刷方法を提供します。 PDL と文書形式の
どちらとしても、 [XPS] は、互換性のあるプリントシステム機器と Windows
Presentation Foundation (WPF) アーキテクチャー向けに書かれたソフトウェ
アが必要となります。 [PCL] および [KPDL] は、[XPS] 環境と互換性がありま
せん。 そのため、[XPS] ドライバーは、単一の PDL 設定のみをサポートしま
す。 [XPS] ドライバーは、[Product Library ディスク] からインストールでき
ます。 [インストール方法] メニューで、[カスタム モード] をクリックし、[カ
スタムインストール] ページで [Printing System (XPS) Driver] を選択しま
す。

[XPS] ドライバーの使用時には、一部のドライバー機能は使用できません。

XPS オオププシショョンン

XPS ドライバーを使用している場合、XPS オプションを選択できます。

[XPS 設設定定] ダイアログボックスで、 次のオプションが使用できます。

[印印刷刷とと保保存存 オオププシショョンン]
リストから、印刷、保存、または印刷して保存するかどうかを選択しま
す。 保存オプションを選択すると、[XPS 設設定定] ダイアログボックスで追加
オプションを選択できます。

[既既定定ののフフォォルルダダーーにに自自動動保保存存]
XPS ファイルを自動的に規定のフォルダーに保存します。 XPS ファイル
を保存する場所を指定します。

[日日付付とと時時間間]
チェックボックスを選択すると、同じファイル名に、ファイル保存時の日
付と時間が追加されます。 チェックボックスを非選択にすると、同名の
ファイルがすでに存在する場合、そのファイルを上書きします。

XPS のの印印刷刷とと保保存存

1 [デデババイイスス 設設定定] > [PDL] で、[XPS 設設定定] をクリックします。

2 [XPS 設設定定] ダイアログボックスの [印印刷刷とと保保存存オオププシショョンン] で、印刷、保存、
または印刷して保存するかどうかを選択します。

3 手順 2 で保存オプションを選択した場合は、保存先フォルダーオプションを指
定します。
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4 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

5 文書を開いて印刷します。

6 XPS ファイルに名前を付けて、保存します。

互互換換性性設設定定

[互互換換性性設設定定] では、 給紙元の値を指定したり、フェイスアップ出力時の逆順
出力を無効にしたり、プリンタードライバーからの [部部単単位位印印刷刷] 設定を優先
したり、[基基本本設設定定] タブで[給給紙紙元元] および [用用紙紙種種類類]リストを統合することが
できます。

クライアント/サーバー環境では、制限ユーザーとしてログインしたクライア
ントはこの機能を使用できません。

[互互換換性性設設定定] ダイアログボックスのすべてのオプションをデフォルトに戻すに
は、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。

給給紙紙方方法法のの設設定定

[給給紙紙方方法法のの設設定定] は、カセットやフィーダー用の値など、プリンタードライ
バーに固有の給紙値との互換性をサポートします。 新しくプリンタードライ
バーをインストールした場合でも、それがこのドライバー用であるか、他の
メーカーのものかに関わらず、交換したドライバーと同じ給紙サポートを維持
します。 古いドライバーに給紙のマクロが残っていても、給紙値の調整が維
持されるため、マクロを変更する必要はありません。

プリンタードライバー間で指定された給紙元が異なる場合、設定値を割り当て
直してドライバー間で一致するようにできます。

給給紙紙のの設設定定

1 [デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] で、[給給紙紙方方法法のの設設定定] リストから給紙方法を選択し
ます。 現在の値は、[設設定定値値] ボックスに表示されています。

2 [設設定定値値] に値を入力して、[適適用用] をクリックします。 異なるドライバーの設定
を同じにするため、この値は他のドライバーの値と揃えておく必要がありま
す。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

フフェェイイススアアッッププ出出力力時時にに逆逆順順出出力力ししなないい

[フフェェイイススアアッッププ出出力力時時にに逆逆順順出出力力ししなないい] を使用すると、フェイスアップ出力
時に 1 ページ目が一番上に、最終ページが一番下に出力されます。

チェックボックスをオンにすると、 [基基本本設設定定] タブの [部部単単位位印印刷刷] : [オオフフ
(逆逆順順印印刷刷)] オプションは無効になります。

チェックボックスをオフにすると、 [基基本本設設定定] タブの [部部単単位位印印刷刷] : [オオフフ
(逆逆順順印印刷刷)] オプションは有効になります。

フフェェイイススアアッッププ出出力力時時のの逆逆順順出出力力のの設設定定

1 [デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] で、[フフェェイイススアアッッププ出出力力時時にに逆逆順順出出力力ししなないい] を選
択します。

2 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。
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ドドラライイババーーのの部部単単位位設設定定をを優優先先すするる

このオプションは、ソフトウェアアプリケーションの [部部単単位位印印刷刷] 設定を無
視し、プリンタードライバーの設定を優先させます。

オンにすると、プリンタードライバーの [部部単単位位印印刷刷] 設定が使用されま
す。

オフにすると、アプリケーションの [部部単単位位印印刷刷] 設定が使用されます。

ププリリンンタターードドラライイババーーのの部部単単位位印印刷刷設設定定のの優優先先選選択択

1 [デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] で、[ドドラライイババーーのの部部単単位位設設定定をを優優先先すするる] を選択し
ます。

2 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

給給紙紙元元リリスストトににメメデディィアアタタイイププもも表表示示すするる

ドライバーの [基基本本設設定定] タブを変更して、 [用用紙紙種種類類] と [給給紙紙元元] を [給給紙紙元元]
という名前の 1 つのリストに統合することができます。 統合したリストで
は、最初に用紙種類が表示され、次にカセットと [手手差差ししトトレレイイ] が続いて表
示されます。

統統合合さされれたた給給紙紙元元リリスストトのの作作成成

1 [デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] で、[給給紙紙元元リリスストトににメメデディィアアタタイイププもも表表示示すするる] を
選択します。

2 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ププララググイインンのの削削除除

ドライバーに設定されているプラグインを削除できます。 削除すると、ドラ
イバーのインターフェイスにはプラグインの機能は表示されません。

参参考考: [Output to PDF] (PDF 作成) モジュールを削除する場合は、[PDF] が
PDL として選択されていないことを確認してください。

1 [デデババイイスス設設定定]で、[ババーージジョョンン情情報報] > [ププララググイインン]をクリックします。

2 リストからプラグインモジュールを選択して、[削削除除] をクリックし、次に[はは
いい] をクリックします。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。
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4 簡簡単単設設定定

[簡簡単単設設定定] タブでは、印刷ジョブに基本的な印刷設定を適用することができま
す。 簡単なユーザーインターフェイスですばやくオプションを選択できま
す。

[簡簡単単設設定定] の設定はプロファイルと呼ばれるグループとして保存し、すべての
印刷ジョブに適用できます。 プロファイルでは一般的な印刷タスクがサポー
トされています。

元の設定に戻すには、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。 [標標準準にに戻戻すす] ボタン
は、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボックスからプリンタードライ
バーにアクセスした場合に表示されます。

[簡簡単単設設定定] タブを表示するかどうかは、[イインンスストトーールル] 処理中、または [デデババ
イイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] で管理者が設定できます。

簡簡単単設設定定オオププシショョンン

[簡簡単単設設定定] タブでは、最大 5 つまで印刷オプションを設定できます。 [編編集集/追追
加加] 機能を使用すると、印刷オプションの表示をカスタマイズできます。 よく
使う印刷ジョブを、事前に定義した設定と登録されたプロファイルを選択して
印刷を行えます。

印印刷刷のの向向きき

[印印刷刷のの向向きき]アイコンを繰り返しクリックすると、印刷方向を縦、横、縦回
転、横回転に変更できます。 回転オプションは、印刷の向きを 180 度回転さ
せます。
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部部単単位位印印刷刷

[部部単単位位印印刷刷] では複数部数印刷で、印刷の順番を指定できます。 [部部単単位位印印刷刷]
をオンにすると、印刷ジョブがプリントシステムに送信された後、データは
ページイメージとしてプリントシステムのメモリーに保存されます。 残りの
ジョブは、保存されたデータから印刷されます。これにより、部数ごとにデー
タを複数回 PC からプリントシステムに送信することなく、複数部数が印刷で
きます。

[部部単単位位印印刷刷] アイコンをクリックし、[オオンン]、[オオンン (逆逆順順印印刷刷)]、[オオフフ (逆逆順順印印
刷刷)]、[オオフフ] を切り替えます。

[部部単単位位印印刷刷] をオンにすると、ドライバーは 1 冊分を部数分印刷します(123、
123)。 [部部単単位位印印刷刷] をオフにすると、ドライバーはページごとに部数分印刷
します (111、222)。 例えば、[部部単単位位印印刷刷]をオンにし、5 ページの原稿を 3 部
出力する場合、1 ページから 5 ページまで連続して、3 回印刷します。

アプリケーションの[部部単単位位印印刷刷] 設定は自動的に無視され、プリンタードライ
バーの設定が使用されます。 アプリケーションの [部部単単位位印印刷刷] 設定を使用す
るには、[デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性設設定定] で、[ドドラライイババーーのの部部単単位位設設定定をを優優先先すす
るる] のチェックボックスをはずします。

[オオンン (逆逆順順印印刷刷)] または [オオフフ(逆逆順順印印刷刷)] を選択すると、逆のページ順で印刷
されます。 これらのオプションは、[基基本本設設定定] タブの [排排紙紙先先] で [ププリリンンタターー
のの設設定定] が選択されていない場合に有効です。 フェイスアップの出力につい
て、[オオフフ (逆逆順順印印刷刷)] は、[デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] で無効にできます。

両両面面印印刷刷

両面印刷は、用紙の両面に印刷します。 [両両面面印印刷刷] アイコンを繰り返しク
リックし、長辺とじ、短辺とじ、オフに変更できます。 両面ユニットによ
り、用紙を反転させて裏面への印刷が可能です。 表紙と合紙の両面に印刷す
るには、[長長辺辺ととじじ] または [短短辺辺ととじじ] を選択する必要があります。

[長長辺辺ととじじ]
長辺を軸にして開くように見る場合に選択します。

[短短辺辺ととじじ]
短辺を軸にして開くように見る場合に選択します。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[両両面面印印刷刷]
を選択することによって、すべてのジョブを両面に印刷できます。

ペペーージジ集集約約

[ペペーージジ集集約約] は、文書のレビューや用紙節約などの目的で 1 枚の用紙に複数の
ページを印刷します。 1 枚の用紙に印刷するページが増えるため、ページサイ
ズが小さくなり読みやすさは低下します。 [ペペーージジ集集約約] アイコンを繰り返し
クリックし、1 枚の用紙に印刷するページ数を 2 ページ、4 ページもしくはオ
フに変更します。 [レレイイアアウウトト] タブから、各ページの境界線を印刷するなど
のページの調整も設定できます。

[ペペーージジ集集約約] が選択されている場合、[レレイイアアウウトト] タブで [変変倍倍] と [ポポススタターー
印印刷刷] は使用できません。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[ペペーージジ集集
約約] を選択することによって、すべてのジョブをページ集約で印刷できます。

エエココププリリンントト

[エエココププリリンントト]は、印刷ジョブ内のテキスト、およびグラフィックを薄い濃度
で印刷します。 [エエココププリリンントト] は、印刷速度に影響しません。 [エエココププリリンントト]
アイコンをクリックし、オン/オフを切り替えます。
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管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[エエココププリリ
ンントト] を選択することによって、すべてのジョブが [エエココププリリンントト] モードで印
刷されるようにすることができます。

簡簡単単印印刷刷オオププシショョンンのの編編集集/追追加加

[簡簡単単設設定定] タブ上部のアイコンは、頻繁に使用する機能を表示するようにカス
タマイズできます。 アイコンは 0 - 5 個表示できます。 [簡簡単単設設定定]タブで[ププロロ
フファァイイルル]のオプションだけを使用したい場合、すべてのアイコンをビューか
ら削除できます。

参参考考: 管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] で [編編集集/追追加加ボボタタンンをを隠隠すす]
を選択することにより、[編編集集/追追加加] ボタンを非表示にすることができます。
アプリケーションの [印印刷刷] メニューからドライバー画面にアクセスした場合
は、[編編集集/追追加加] ボタンは表示されません。

簡簡単単設設定定オオププシショョンンのの選選択択

1 オペレーティングシステムによって、次の手順で行います。

Windows 10、Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2: [ススタターートト] を
右クリック > [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイススととププリリンンタターーのの表表示示] をク
リックします。

Windows 8 および Windows Server 2012: [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイスス
ととププリリンンタターーのの表表示示] を開きます。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2： [ススタターートト] > [デデババイイススととププ
リリンンタターー] をクリックします。

Windows Vista および Windows Server 2008: [ススタターートト] > [ココンントトロローールルパパ
ネネルル] > [ププリリンンタターー] をクリックします。

Windows XP および Windows Server 2003: [ススタターートト] > [ププリリンンタターーとと
FAX] をクリックします。

2 お使いのプリントシステムのモデルを右クリックし、[印印刷刷設設定定] をクリックし
ます。

3 [簡簡単単設設定定] タブを選択します。

4 [編編集集/追追加加] をクリックします。

5 [簡簡単単印印刷刷オオププシショョンンのの編編集集/追追加加] ダイアログボックスでは、次の操作を行え
ます。

[簡簡単単設設定定] タブに機能を追加するには、[利利用用可可能能なな機機能能] で機能を選択
し、矢印をクリックして [選選択択ししたた機機能能] に移動します。 [選選択択ししたた機機能能] に
は最大 5 つの機能を表示できます。

[簡簡単単設設定定] タブから機能を削除するには、[選選択択ししたた機機能能] で機能を選択
し、矢印をクリックして[利利用用可可能能なな機機能能] に移動します。 [簡簡単単設設定定] タブ
で [ププリリンンタターーププロロフファァイイルル] のみを使用するには、すべての機能を[利利用用可可
能能なな機機能能] に移動します。

上矢印または下矢印をクリックして、[選選択択ししたた機機能能] で各機能の位置を変
更します。 一番上の機能は [簡簡単単設設定定] タブでは左側に表示されます。

リストを初期設定に戻すには、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。
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6 [OK] をクリックして、設定内容を保存します。

ププロロフファァイイルル

プリンタードライバーの設定をプロファイルとして保存できます。 [簡簡単単設設定定]
タブと [印印刷刷設設定定] の各タブで各種設定を行い、それらをプロファイルに保存
して、印刷を行う際に一括で適用することができます。 プロファイルを使用
すると、印刷ジョブごとに各種の印刷設定を繰り返す必要がなく、同一の印刷
設定を使う印刷ジョブの実行が簡単になります。 [印印刷刷設設定定] では [名名前前をを付付けけ
てて保保存存] と [ププロロフファァイイルル] ボタンが各タブの下部に表示されます。

[初初期期設設定定] プロファイルも含めて、1 つのドライバーに最大 26 のプロファイ
ルを作成できます。 [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] で、[初初期期設設定定] プロファイ
ルを隠す選択ができます。 [デデババイイスス設設定定] で行った設定は、プロファイルに
は保存できません。

[初初期期設設定定] 以外のプロファイルは、編集、削除、インポート、およびエクス
ポートすることができます。

ププロロフファァイイルルのの選選択択

簡簡単単設設定定タタブブ

1 [簡簡単単設設定定]タブで、プロファイルを選択します。 選択されたプロファイルの設
定内容が下の設定リストに表示されます。

2 [適適用用]をクリックします。

3 [OK]をクリックします。

ププロロフファァイイルルダダイイアアロロググボボッッククスス

1 [印印刷刷設設定定]画面の任意のタブで[ププロロフファァイイルル]をクリックします。

2 [ププロロフファァイイルル]ダイアログボックスで、プロファイルを選択します。 選択され
たプロファイルの設定内容が下の設定リストに表示されます。

3 [適適用用]をクリックします。

4 [OK]をクリックします。

ププロロフファァイイルルのの保保存存

[名名前前をを付付けけてて保保存存]ボボタタンン

1 [印印刷刷設設定定] を開き、すべての設定を行い、印刷ジョブ用の印刷オプションを設
定します。

2 任意のタブで、[名名前前をを付付けけてて保保存存] をクリックします。

3 プロファイルを識別するため、[名名称称] を入力し、[アアイイココンン] を選択して、[ココ
メメンントト] を入力します。

4 [OK] をクリックしてプロファイルを保存します。
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[ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスと [簡簡単単設設定定] タブに新しく追加したプロ
ファイルが表示されます。

参参考考: プリンタードライバーを初期設定にリセットするには、[初初期期設設定定]プロ
ファイルを選択し、[適適用用]をクリックします。 これにより、選択したプロ
ファイルの設定は消去されます。

[ププロロフファァイイルル]ボボタタンン

1 [印印刷刷設設定定] を開き、すべての設定を行い、印刷ジョブ用の印刷オプションを設
定します。

2 任意のタブで [ププロロフファァイイルル] をクリックします。

3 [追追加加] をクリックします。

4 プロファイルを識別するため、[名名称称] を入力し、[アアイイココンン] を選択して、[ココ
メメンントト] を入力します。

5 [OK] をクリックしてプロファイルを保存します。

新しく追加したプロファイルが、[ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスに表示さ
れます。

6 [OK] をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

新しく追加したプロファイルが、[簡簡単単設設定定] タブに表示されます。

参参考考: プリンタードライバーを初期設定にリセットするには、[初初期期設設定定]プロ
ファイルを選択し、[適適用用]をクリックします。 これにより、選択したプロ
ファイルの設定は消去されます。

ププロロフファァイイルルのの編編集集

1 いずれかのタブで [ププロロフファァイイルル] をクリックします。

2 [ププロロフファァイイルルのの選選択択]で、編集するプロファイルを選択し、[編編集集]をクリック
します。

3 [名名称称]、[アアイイココンン]、および[ココメメンントト] のオプションを編集できます。

4 [OK] をクリックして変更を保存します。

[ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスと[簡簡単単設設定定] タブに、新たに追加されたプ
ロファイルが表示されます。

5 [適適用用] をクリックして、選択したプロファイルを現在の印刷ジョブで使用する
か、[OK] をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

ププロロフファァイイルルのの削削除除

1 任意のタブで [ププロロフファァイイルル] をクリックします。
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2 [ププロロフファァイイルルのの選選択択]で、削除するプロファイルを選択し、 [削削除除] をクリック
します。

3 削除を確認するボックスが表示されたら、確認して [ははいい] をクリックしま
す。

4 [閉閉じじるる] をクリックして [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスを閉じます。

ププロロフファァイイルルののイインンポポーートト

1 いずれかのタブで [ププロロフファァイイルル] > [イインンポポーートト] をクリックします。

2 既存プロファイル (.KXP) を選択し、[開開くく] をクリックします。

インポートされたファイルの中に、既存のドライバーでは使用できないプロ
ファイル設定が含まれている場合は、メッセージが表示されます。 プロファ
イルをインポートするには [ははいい]を、インポートをキャンセルするには [いいいい
ええ] をクリックします。

[ははいい] を選択すると、[ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスに新しくインポート
したプロファイルが表示されます。

3 [適適用用] をクリックして、選択したプロファイルを現在の印刷ジョブで使用する
か、[OK] をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

新しく追加したプロファイルが、[簡簡単単設設定定] タブに表示されます。

ププロロフファァイイルルののエエククススポポーートト

1 任意のタブで [ププロロフファァイイルル] をクリックします。

2 [ププロロフファァイイルルのの選選択択] で、エクスポートするプロファイルを選択し、[エエククスス
ポポーートト] をクリックします。

3 [ププロロフファァイイルルののエエククススポポーートト] ダイアログボックスで、プロファイルに名前を
付けて保存します。

4 [OK] をクリックして [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスを閉じます。

アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定

管理者は、プロファイルをアプリケーションと関連付け、そのアプリケーショ
ンからのすべての印刷に同一のプロファイル設定を適用できます。 これによ
りプロファイルが一層使いやすくなり、一貫したアプリケーションからの印刷
が保証されます。 たとえば、用紙を節約するために両面印刷プロファイルを
すべてのスプレッドシートに適用することや、Microsoft Word によるレポート
印刷に対して、同一のステープルや一貫した印刷品質を設定することができま
す。

[アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定] ダイアログボックス ([ププロロフファァイイルル] ダイア
ログボックスからアクセスできます) で、いつでもプロファイルとアプリケー
ションを関連付けることができます。 最大 25 のアプリケーション別の印刷設
定を作成できます。 アプリケーションを使用して印刷するには、[デデババイイスス設設
定定] > [管管理理者者設設定定] > [一一般般] で [アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定をを有有効効ににすするる]
をクリックします。
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クライアント/サーバー環境で、クライアント PC のユーザー はサーバー上の
アプリケーション印刷設定の詳細を確認できますが、設定の変更や別のプロ
ファイルの選択はできません。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[アアププリリ
ケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定] を選択することによって、アプリケーションからの
すべてのジョブに関連付けられたプロファイル設定を適用できます。

アアププリリケケーーシショョンン印印刷刷設設定定のの追追加加

1 いずれかのタブで [ププロロフファァイイルル] をクリックします。

2 [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスで、[アアププリリケケーーシショョンン] をクリックしま
す。

3 [アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定] ダイアログボックスで [追追加加] をクリックしま
す。

4 [設設定定名名称称] テキストボックスに最大 15 文字までの設定名称を入力します。

5 [アアププリリケケーーシショョンンをを選選択択ししててくくだだささいい] にて、次の方法でアプリケーションを
選択します。

[アアププリリケケーーシショョンン名名] を選択し、リストに登録されているアプリケーショ
ンを選択します。

[フファァイイルル名名] を選択し、印刷可能なアプリケーションの実行ファイル名
(.EXE) を入力するか、[参参照照] をクリックして PC 上にあるファイルを参照
します。

6 [ププロロフファァイイルルをを選選択択ししててくくだだささいい] で、リストからプロファイルを選択しま
す。

7 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

アアププリリケケーーシショョンン印印刷刷設設定定のの削削除除

1 任意のタブで [ププロロフファァイイルル] をクリックします。

2 [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスで、[アアププリリケケーーシショョンン] をクリックしま
す。

3 [アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定] ダイアログボックスで、削除するアプリケー
ション印刷設定を選択し、[削削除除] をクリックします。

4 削除を確認するボックスが表示されたら、確認して [OK] をクリックします。

5 [閉閉じじるる] をクリックして [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスを閉じます。

アアププリリケケーーシショョンン印印刷刷設設定定のの編編集集

1 いずれかのタブで [ププロロフファァイイルル] をクリックします。
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2 [ププロロフファァイイルル] ダイアログボックスで、[アアププリリケケーーシショョンン] をクリックしま
す。

3 [アアププリリケケーーシショョンン別別のの印印刷刷設設定定] ダイアログボックスで、編集するアプリケー
ション印刷設定を選択し、[編編集集] をクリックします。

4 [アアププリリケケーーシショョンン印印刷刷設設定定のの編編集集] ダイアログボックスで、[設設定定名名称称]、[アアププ
リリケケーーシショョンンをを選選択択ししててくくだだささいい] または [ププロロフファァイイルルをを選選択択ししててくくだだささいい]
で設定を変更します。

5 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。
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5 基基本本設設定定

[基基本本設設定定]タブでは、よく使うプリンタードライバーの設定を保存できます。

元の設定に戻すには、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。 [標標準準にに戻戻すす] ボタン
は、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボックスからプリンタードライ
バーにアクセスした場合に表示されます。

出出力力用用紙紙ササイイズズ

[出出力力用用紙紙ササイイズズ] では、文書を出力する用紙のサイズを選択します。 この設
定を使用する際は、[原原稿稿ササイイズズ]の設定が、アプリケーションで設定されてい
る原稿サイズと一致していることを確認してください。 出力用紙サイズ がア
プリケーションの原稿サイズと異なると、各ページは 出力用紙サイズ と一致
させるために拡大または縮小されます。

カッコ内の数値 (%) は、原稿用紙サイズに対する出力用紙サイズの比率です。

原原稿稿ササイイズズ

[原原稿稿ササイイズズ] では、アプリケーション内のドキュメントサイズを選択できま
す。 選択すると、[出出力力用用紙紙ササイイズズ] リストは、原稿サイズに対する出力用紙
サイズの比率を示します。

参参考考: 大きな用紙サイズ (A0, A1, A2, B1, B2, B3) が選択された場合、縮小・
拡大率は 20% 未満となる場合があります。 印刷結果は保証されないことを示
すメッセージが表示されます。 [レレイイアアウウトト] タブの [ポポススタターー印印刷刷] 機能は、
大きな用紙サイズでは使用できません。
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標準サイズ以外の不定形サイズの用紙に印刷することもできます。 カスタム
用紙サイズとして、[原原稿稿ササイイズズ] および [出出力力用用紙紙ササイイズズ] リストに保存してお
くと、後でそのサイズを選択できます。

[原原稿稿ササイイズズ] ダイアログボックスには、単位がインチまたはミリメートルで表
示されます。 [デデババイイスス設設定定] からアクセスして、[ユユーーザザーー設設定定] ダイアログ
ボックスの [単単位位] 設定を変更できます。

カカススタタムム用用紙紙ササイイズズのの作作成成

1 [基基本本設設定定] タブで、[原原稿稿ササイイズズ] をクリックします。

2 [原原稿稿ササイイズズ] ダイアログボックスで、[新新規規] をクリックします。

3 [名名称称] ボックスに、デフォルトのカスタム名が表示されます。 カスタム用紙
サイズ名を入力します。

4 短辺および長辺の値を入力または選択します。 入力した値が制限値を超えた
場合、値が自動的に制限値に調整されます。

5 完了したら、[追追加加] をクリックします。

6 [OK] をクリックして [原原稿稿ササイイズズ] ダイアログボックスを閉じます。

[出出力力用用紙紙ササイイズズ] のリストにカスタム用紙サイズが表示され、これは出力サイ
ズを拡大または縮小するために使用されます。

カカススタタムム用用紙紙ササイイズズのの削削除除

1 [基基本本設設定定] タブで、[原原稿稿ササイイズズ] をクリックします。

2 [原原稿稿ササイイズズ] ダイアログボックスで、削除するカスタムサイズを選択します。

3 [削削除除] をクリックします。

4 [OK] をクリックして [原原稿稿ササイイズズ] ダイアログボックスを閉じます。

カカススタタムム用用紙紙ササイイズズをを使使用用ししてて印印刷刷

1 カスタムサイズの用紙を [手手差差ししトトレレイイ] に入れます。

2 [基基本本設設定定] タブで、[出出力力用用紙紙ササイイズズ] リストのカスタム用紙サイズ名を選択し
ます。

3 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

4 [OK] をクリックして印刷を開始します。
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用用紙紙種種類類

[用用紙紙種種類類]は、プリントデバイスにアプリケーションまたはプリンタードライ
バーで指定した種類の用紙を選択するよう指示します。 選択可能な用紙の種
類は、[給給紙紙元元] の選択によって異なります。 デフォルト設定は[指指定定ななしし]に設
定されており、給紙元が用紙切れとなっても他の給紙元に切り替わりません。
[自自動動選選択択]を選択した場合、プリントデバイスは指定と同一の種類とサイズの
用紙が給紙されているカセットまたはトレイを選択します。

プリントデバイスからカスタム用紙種類名を表示できます。 プリントデバイ
スで名前が変更された場合は、新しい名前がデフォルト名に替わり表示されま
す。 プリントデバイス名を表示するには、[デデババイイスス設設定定] の [自自動動設設定定] を使
用します。

OHP フィルム、ラベル紙、封筒などの用紙種類は、[手手差差ししトトレレイイ] から給紙
する必要があります。 プリントデバイスの 『使用説明書』 の指示にしたがっ
て、用紙が正しく給紙されていることを確認してください。

参参考考: ダイアログボックスでは、[給給紙紙元元] と [用用紙紙種種類類] は異なる項目となっ
ていますが、[デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] の [給給紙紙元元リリスストトにに用用紙紙種種類類もも表表示示すす
るる] を使用すると、1 項目として設定することができます。 この場合、[基基本本
設設定定] タブの [用用紙紙種種類類] は使用できず、[給給紙紙元元] リストから用紙種類を選択し
ます。

給給紙紙元元

[給給紙紙元元] では、印刷ジョブに給紙するトレイまたはカセットを指定します。
デフォルト設定は[自自動動選選択択]で、プリントデバイスはアプリケーションまたは
プリンタードライバーから要求されている用紙を検索します。 印刷中に選択
したトレイまたはカセットが用紙切れとなった場合、プリントデバイスは他の
給紙元を選択し、印刷を続行します。

OHP フィルム、ラベル紙、封筒などの用紙種類は、[手手差差ししトトレレイイ] から給紙
する必要があります。 プリントデバイスの 『使用説明書』 の指示にしたがっ
て、用紙が正しく給紙されていることを確認してください。

参参考考: ダイアログボックスでは、[給給紙紙元元] と [用用紙紙種種類類] は異なる項目となっ
ていますが、[デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] の [給給紙紙元元リリスストトにに用用紙紙種種類類もも表表示示すす
るる] を使用すると、1 項目として設定することができます。 この場合、[基基本本
設設定定] タブの [用用紙紙種種類類] は使用できず、[給給紙紙元元] リストから用紙種類を選択し
ます。

排排紙紙先先

この設定では、印刷ジョブの出力に排紙先のトレイを指定します。

部部数数

この設定では、印刷する部数を指定します。 最大 999 部まで印刷できます。

カカーーボボンンココピピーー

この機能を使用すると、別のトレイやカセットから給紙した用紙に、部数を追
加して印刷できます。 この機能は、例えば請求書のような文書を、異なるカ
ラー用紙または用紙の種類で印刷するときに便利です。 カーボンコピーは、
最大枚数まで設定して印刷できます。

[拡拡張張機機能能] タブの [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] 機能を使用して、各カーボンコ
ピーにロゴや見出しを追加できます。
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[カカーーボボンンココピピーー] が選択されている場合、[レレイイアアウウトト] タブの [ブブッッククレレッットト]
機能、[表表紙紙/合合紙紙] タブにあるすべての機能が使用できません。

カカーーボボンンココピピーーをを印印刷刷

1 [基基本本設設定定] タブで、給紙元と原稿の印刷部数を選択します。

2 カーボンコピーを行うために、各給紙元にカラー用紙など任意の種類の用紙を
セットします。

3 [カカーーボボンンココピピーー] チェックボックスを選択します。

4 [設設定定] をクリックします。

5 [カカーーボボンンココピピーー設設定定] ダイアログボックスで、各給紙元の印刷部数を選択しま
す。

すべての給紙元の印刷部数の合計が、[合合計計] に表示されます。 文書ページ数
は、 トレイが収納できる枚数以下であることが必要です。

6 各カーボンコピーの[給給紙紙元元] または [用用紙紙種種類類]、あるいは両方を選択します。

7 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

8 [OK] をクリックして印刷を開始します。

部部単単位位印印刷刷

[部部単単位位印印刷刷] では複数部数印刷で、印刷の順番を指定できます。 アイコンを
クリックし、オン/オフを変更します。

[オオンン] を選択すると、印刷ジョブがプリントシステムに送信された後、データ
はページイメージとしてプリントシステムのメモリーに保存されます。 残り
のジョブは、保存されたデータから印刷されます。 これにより、部数ごとに
データを複数回コンピューターからプリントシステムに送信することなく、複
数部数が印刷できます。

[オオンン] を選択すると、ドライバーは 1 冊分を部数分印刷します。 [オオフフ] を選択
すると、ドライバーはページごとに部数分印刷します。 例えば、 [オオンン] を選
択し、5 ページの原稿を 3 部出力する場合、1 ページから 5 ページまで連続し
て、3 回印刷します。

アプリケーションの [部部単単位位印印刷刷] 設定は自動的に無視され、プリンタードラ
イバーの設定が使用されます。 アプリケーションの [部部単単位位印印刷刷] 設定を使用
するには、[デデババイイスス設設定定] の [互互換換性性設設定定] ダイアログボックスで、[ドドラライイ
ババーーのの部部単単位位設設定定をを優優先先すするる] のチェックボックスを外します。

[オオンン (逆逆順順印印刷刷)] または [オオフフ(逆逆順順印印刷刷)] を選択すると、逆のページ順で印刷
されます。 これらのオプションは、[基基本本設設定定] タブの [排排紙紙先先] で [ププリリンンタターー
のの設設定定] が選択されていない場合に有効です。 フェイスアップの出力につい
て、[オオフフ (逆逆順順印印刷刷)] は、[デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] で無効にできます。

文文書書のの部部単単位位印印刷刷

1 [基基本本設設定定] タブで、[部部単単位位印印刷刷] アイコンをクリックして、オン/オフを切り替
えます。
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2 [部部数数] ボックスで、印刷ジョブの最終部数を入力するか数字を選択します。
文書ページ数は、 トレイが収納できる枚数以下であることが必要です。

3 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

4 [OK] をクリックして印刷を開始します。

印印刷刷のの向向きき

この設定では、印刷ジョブの用紙方向を指定します。 [縦縦]、[横横]、[縦縦(180°回回
転転)]、[横横(180°回回転転)]のいずれかのアイコンをクリックします。 回転オプショ
ンを選択すると、印刷ジョブの向きが 180 度回転します。

両両面面印印刷刷

両面印刷は、用紙の両面に印刷します。 両面ユニットにより、用紙を反転さ
せて裏面への印刷が可能です。 表紙と合紙の両面に印刷するには、[長長辺辺ととじじ]
または [短短辺辺ととじじ] を選択する必要があります。

[長長辺辺ととじじ]
長辺を軸にして開くように見る場合に選択します。

[短短辺辺ととじじ]
短辺を軸にして開くように見る場合に選択します。

長長辺辺ととじじ

短短辺辺ととじじ
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管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[両両面面印印刷刷]
を選択することによって、すべてのジョブを両面に印刷できます。

両両面面印印刷刷モモーードドでで印印刷刷

1 [基基本本設設定定]タブで、[長長辺辺ととじじ]または[短短辺辺ととじじ]いずれかのアイコンをクリック
します。

2 [OK]をクリックして[印印刷刷]ダイアログボックスに戻ります。

3 [OK]をクリックして印刷を開始します。

エエココププリリンントト

[エエココププリリンントト] は、印刷ジョブ内の画像、テキスト、およびグラフィック全体
を、薄い濃度で印刷します。 [エエココププリリンントト] は、印刷速度に影響しません。

[エエココププリリンントト]は、[簡簡単単設設定定] タブと [印印刷刷品品質質] タブにも表示されます。 [簡簡
単単設設定定]、[基基本本設設定定]、または [印印刷刷品品質質] タブで行った変更は、他のタブにも
適用されます。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[エエココププリリ
ンントト] を選択することによって、すべてのジョブを　[エエココププリリンントト] モードで
印刷できます。

エエココププリリンントトのの選選択択

1 [基基本本設設定定] タブで、オン/オフを切り替えます。 [エエココププリリンントト] アイコンをク
リックします。

2 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

3 [OK] をクリックして印刷を開始します。
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6 レレイイアアウウトト

[レレイイアアウウトト]タブで、元の文書のレイアウトを変更することなく、さまざまな
レイアウトで印刷できます。

元の設定に戻すには、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。 [標標準準にに戻戻すす] ボタン
は、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボックスからプリンタードライ
バーにアクセスした場合に表示されます。

ペペーージジ集集約約

[ペペーージジ集集約約]は、文書のレビューや用紙節約などの目的で 1 枚の用紙に複数
ページ印刷します。 用紙 1 枚あたりに印刷されるページ数が増えるため、
ページサイズと読みやすさは減少します。 [レレイイアアウウトト]タブから、各ページの
境界線を印刷するなどのページの調整も設定できます。

[ペペーージジ集集約約] が選択されている場合、[レレイイアアウウトト] タブで [変変倍倍] と [ポポススタターー
印印刷刷] は使用できません。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[ペペーージジ集集
約約] を選択することによって、すべてのジョブをページ集約で印刷できます。

ペペーージジ集集約約印印刷刷

1 [レレイイアアウウトト]タブで、[ペペーージジ集集約約]アイコンをクリックします。

2 [1 シシーートトののペペーージジ数数]リストで、1 枚の用紙に印刷するページ数を指定しま
す。
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3 [レレイイアアウウトト (順順序序)]リストから、ページを並べる方向を選択します。

4 各ページの境界線を印刷するには[境境界界線線をを印印刷刷]をオンにします。

5 [OK]をクリックして[印印刷刷]ダイアログボックスに戻ります。

6 [OK] をクリックして印刷を開始します。

変変倍倍

[変変倍倍] は、テキストやグラフィックを含むページを拡大または縮小して印刷し
ます。

また、とじしろ設定を選択すると、ステープルや穴あけを行うために、とじし
ろを拡大することができます。

[レレイイアアウウトト] タブの他のオプションが選択されている場合、[変変倍倍] は使用でき
ません。

ペペーージジ内内ででのの変変倍倍のの設設定定

1 [レレイイアアウウトト]タブで、20～500% の範囲で比率を入力または選択します。

2 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

3 [OK] をクリックして印刷を開始します。

ととじじししろろ

[ととじじししろろ] を増やすと、用紙左側および上側のマージン (余白) が拡大します。
[ととじじししろろ] は、読みやすくするために、印刷文書をステープルでとじたり、パ
ンチを行ったりする場合によく使用されます。 マージンは、印刷領域を右ま
たは下にずらすことで大きくなり、25.4 mm （1インチ）まで指定できます。

[ととじじししろろのの幅幅] には、単位がインチまたはミリメートルで表示されます。 [デデ
ババイイスス設設定定] からアクセスして、[ユユーーザザーー設設定定] ダイアログボックスの [単単位位]
設定を変更できます。

ととじじししろろのの作作成成

1 [レレイイアアウウトト] タブで、[ととじじししろろ設設定定] をクリックします。

2 [ととじじししろろのの幅幅] で、5.0 から 25.4 mm (0.20 から 1.00 インチ) の範囲で値を入
力するか選択します。

[短短辺辺ととじじ (上上)]
これを選択すると、ページ上部の外側のマージンを変更できます。

[長長辺辺ととじじ (左左)]
これを選択すると、ページ左側の外側のマージンを変更できます。

参参考考: [ととじじししろろ設設定定] が使用できるかどうかは、[基基本本設設定定] タブの [印印刷刷のの向向
きき] と [両両面面印印刷刷] の設定によって異なります。
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3 印刷内容が用紙の端に寄りすぎる場合は、[ペペーージジにに合合わわせせてて縮縮小小すするる] を選択
します。 印刷内容は用紙の端から離れ少しだけ縮小されます。

とじしろを増やしてもページからはみ出ない場合は [ペペーージジにに合合わわせせてて縮縮小小すす
るる] をオフにします。

4 [OK] をクリックしてとじしろの設定を保存し、もう一度 [OK] をクリックして
[印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

5 [OK] をクリックして印刷を開始します。

ポポススタターー印印刷刷

[ポポススタターー印印刷刷] 機能を使用すると、プリントシステムで印刷可能な用紙サイズ
より大きなサイズの文書を印刷できます。 元の文書の最大 25 倍までの大きさ
の、ポスターやバナーを印刷できます。 ポスター文書は分割されて複数枚の
用紙に印刷され、ポスター設定の機能を使って再びこれらの用紙を集めること
により、簡単にポスターを作成できます。

[ポポススタターー印印刷刷] が選択されている場合、[レレイイアアウウトト] タブの他のオプションは
選択できません。

[分分割割ペペーージジ数数] を使用して、元の文書サイズに対応するポスターのサイズを選
択します。 各オプションには印刷されるページ数と最大ポスターサイズが表
示されます。

[分分割割ペペーージジ数数] には、単位がインチまたはミリメートルで表示されます。 [デデ
ババイイスス設設定定] からアクセスして、[ユユーーザザーー設設定定] ダイアログボックスの [単単位位]
設定を変更できます。

印刷されたポスター用紙をどのようにつなぎ合わせるのかを見るには、ポス
ター設定を選択後、[印印刷刷条条件件] を選択してテスト印刷を行います。

[ポポススタターー印印刷刷]
指定した枚数に実際に分割して印刷します。

[テテスストト印印刷刷]
すべてのポスターページを 1 枚の用紙に印刷して、どのように仕上がるの
か表示します。

[ポポススタターー印印刷刷 + テテスストト印印刷刷]
すべてのポスター用紙の印刷 (ポスター印刷) と 1 枚のテスト印刷の両方が
実行されます。

[ポポススタターー設設定定] を使用して、ポスターの作成に最も便利なように、任意の組み
合わせでオプションを選択します。 これらのオプションは、ポスター印刷さ
れた用紙に、ページの裁ち落としやページのつなぎ合わせに便利なガイドライ
ンを印刷します。

[ののりりししろろ幅幅]
隣り合う用紙の端をオーバーラップさせて印刷する機能です。 このように
端をオーバーラップさせて印刷すると、ポスターの見栄えがよくなりま
す。 チェックボックスをオンにして、のりしろ幅を 0.0 から 30.4 mm
(0.00 から 1.20 インチ) の範囲で入力または選択します。 この機能を使用
すると、最終的なポスターのサイズが少し小さくなります。

[枠枠線線をを印印刷刷]
ポスター用紙の端を示す枠線を印刷します。 用紙をつなぎ合わせる前に、
枠線から外側を切り落としてください。 これによって、隣り合う用紙どう
しの印刷内容が正確につながります。

[つつななぎぎ目目のの番番号号をを印印刷刷]
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各用紙の端に番号を印刷し、隣り合う用紙と用紙を番号で合わせます。 同
じ番号の用紙の端を重ね合わせて完成させます。

ポポススタターー印印刷刷

1 [レレイイアアウウトト] タブで、[ポポススタターー印印刷刷] アイコンをクリックします。

2 [分分割割ペペーージジ数数] でポスターのサイズを選択します。 各オプションには仕上が
りを 1 枚の用紙に収めるため分割する枚数が記されています。

3 [印印刷刷条条件件] では、仕上がり印刷条件のオプションを 1 つ選択します。

4 [ポポススタターー設設定定] をクリックして、任意の組み合わせでオプションを選択しま
す。 これらのオプションによって、ポスターを作成するためのより詳細な設
定が行えます。

5 [OK] をクリックして[印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

6 [OK] をクリックして印刷を開始します。

ブブッッククレレッットト印印刷刷

[ブブッッククレレッットト印印刷刷] 機能を使うと、1 枚の用紙に 2 ページのレイアウトで両面
印刷を行うことができます。 ブックレットは、用紙の中央で 2 つに折りたた
んでとじることができます。 折りたたんだブックレットは、選択した用紙の
半分のサイズになります。

[ブブッッククレレッットト設設定定]ダイアログボックスで、ブックレット印刷のオプションを
設定できます。

[レレイイアアウウトト] では、ブックレット印刷のレイアウトを設定する方法を選択でき
ます。

[ドドラライイババーー側側でで作作成成]
ページの順序や 1 枚あたりのページ数の設定を、ドライバー側で行いま
す。 アプリケーションで、ブックレット印刷のレイアウトが作成されてい
ない場合に、このオプションを選択します。

[アアププリリケケーーシショョンン側側でで作作成成]
ページの順序や 1 シートのページ数の設定を、アプリケーション側で行い
ます。 アプリケーションで、ブックレット印刷のレイアウトが作成されて
いる場合、このオプションを選択します。

[ブブッッククレレッットト印印刷刷] を選択した場合は、[レレイイアアウウトト] タブの他のオプションは
選択できません。

ブックレットの表紙には別の給紙元を選択できます。 ブックレットに表紙を
含めるには、[表表紙紙/合合紙紙] タブで、[表表紙紙付付けけ] を選択します。

ブブッッククレレッットト印印刷刷

1 [レレイイアアウウトト] タブで、とじオプションを選択してアイコンをクリックします。

[左左ととじじ]
左から右に読む文書を印刷する場合に、これを選択します。

[右右ととじじ]
右から左に読む文書を印刷する場合に、これを選択します。
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2 追加オプションを設定するには、[ブブッッククレレッットト設設定定] をクリックします。

3 [ブブッッククレレッットト設設定定] ダイアログボックスで、使用できる [レレイイアアウウトト] オプショ
ンから選択し、[OK] をクリックします。

4 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

5 [OK] をクリックして印刷を開始します。
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7 印印刷刷品品質質

[印印刷刷品品質質] タブで、印刷の品質およびグレースケール設定を管理できます。

元の設定に戻すには、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。 [標標準準にに戻戻すす] ボタン
は、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボックスからプリンタードライ
バーにアクセスした場合に表示されます。

印印刷刷品品質質ととカカススタタムム品品質質

[品品質質設設定定] では、印刷ジョブの解像度を設定できます。 解像度とは、印刷さ
れるテキストや画像の画質や鮮明度を、1 インチあたりのドット数 (dpi) で表
したものです。 [カカススタタムム品品質質のの設設定定] では、より精度の高い解像度を印刷
ジョブに設定できます。 [半半速速モモーードド] を使用すると、印刷速度を遅くして、
小さめの用紙または厚紙での印刷品質を向上させることができます。

印印刷刷品品質質のの選選択択

[印印刷刷品品質質] タブで、リストから [品品質質設設定定] を選択します。

[高高品品質質]、[標標準準]、[ドドララフフトト]
印刷の解像度を最高から最低の間で印刷するために、これらの設定から 1
つ選択します。 [標標準準] は、[PDL (ペペーージジ記記述述言言語語)] ダイアログボックスで
[PCL 5e] が選択されている場合は使用できません。

[ユユーーザザーー定定義義]
[ユユーーザザーー定定義義] をクリックして、より細かい解像度を選択できる設定ダイ
アログボックスを開きます。 [解解像像度度] を、[Fine 1200]、[Fast 1200] (PCL
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5e では使用不可)、 [600 dpi]、または [300 dpi] に設定できます。 [KIR]
は、テキストおよびベクトルグラフィックスの輪郭を滑らかにし、[オオンン]
または [オオフフ] に設定できます。

フフォォンントト詳詳細細設設定定

フォントは、書体デザインの同じ文字や記号などの一そろいを含むデータファ
イルです。 フォントの一般的な用語は次のとおりです。

ビットマップフォントとは対照的に、アアウウトトラライインンフフォォンントトは、数学的な
線および曲線として定義されます。 アウトラインフォントは、(ポイントサ
イズにかかわらず、ゆがみなく表示および印刷が可能なため）ビットマッ
プフォントと異なり任意に拡大縮小が可能です。

ビビッットトママッッププフフォォンントトは、各文字をピクセル（画像を構成する最小単位の
ドット）の組み合わせで表現するフォントです。 ビットマップフォント
は、拡大または縮小を行うと、ゆがみが発生します。

ネネイイテティィブブフフォォンントトは、PC のオペレーティングシステムにインストールさ
れている、 基本的なフォントです。 TrueType フォントは、Microsoft
Windows で使用されるネイティブフォントです。

TrueType フフォォンントトは、拡大縮小可能なアウトラインフォントの 1 つで
す。 TrueType は、Microsoft Windows で最も多用されて来た汎用的なフォ
ント形式です。

シシスステテムムフフォォンントトは、オペレーティングシステムで使用される基本のフォ
ントです。 システムフォントは通常、アプリケーションインターフェイ
ス、または一般的なフォントダイアログボックスを介して使用されます。

デデババイイススフフォォンントトは、プリントシステムメモリーに恒久的または一時的に
保存されています。

フフォォンントト詳詳細細設設定定オオププシショョンン

[フフォォンントト詳詳細細設設定定] ダイアログボックスでは、TrueType フォントのプリント
システムへの送信方法を選択し ます。 選択した方法は、印刷ジョブの速度と
品質に影響を与えます。

[TrueType フフォォンントトををアアウウトトラライインンフフォォンントトととししててダダウウンンロローードド]
この方法は、複数の異なるフォントやフォントサイズを使用する大きな文
書や印刷ジョブに最適です。 この設定の最適化機能により印刷の速度も速
くなります。 同じフォントデータを繰り返しプリントシステムに送信する
回数が減ることによって印刷速度が速くなります。 日本語、中国語、韓国
語などのアジア言語は、これらの特定のフォントに対して大量の情報が使
用されているため、印刷速度は速くなりません。

[Type42 フフォォンントト送送信信モモーードド]
この方法は、TrueType フォントを Adobe Type 42 フォント形式に変換す
ることによって、テキストの印刷品質を改良し、印刷速度を上げます。 こ
の機能は、[KPDL]が PDL として選択されている場合に使用できます。

[TrueType フフォォンントトををビビッットトママッッププフフォォンントトととししててダダウウンンロローードド]
ビットマップとしてフォントをダウンロードすると、より詳細になります
が、ファイルのサイズは非常に大きくなります。 これは、ユーザー定義
フォント、非常に小さいフォント（ポイントサイズ 1-4）、またはアジアン
フォントなどを使用している印刷ジョブに最適です。

[ププリリンンタターーフフォォンントトにに代代替替ええすするる]
フォントの代替えは、プリントシステムで目的のフォントが使用できない
場合に、代わりのフォントを使用する機能です。 フォントの代替えは、
フォントを多数内蔵していないプリントシステムに文書を送信する場合
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に、重要な機能です。 代替えには標準 PostScript フォントを使用できま
す。

参参考考: [GDI 互互換換モモーードド] は [ププリリンンタターーフフォォンントトにに代代替替ええすするる] をサポートし
ていません。

[ププリリンンタターーフフォォンントトをを使使用用ししなないい]
TrueType フォントを、アウトラインフォントまたはビットマップフォント
として送信しても、プリントシステムフォントと置き換えられることがあ
ります。 TrueType フォントを、プリントシステムのフォントと代替えし
ないようにするには、 [ププリリンンタターーフフォォンントトをを使使用用ししなないい] を選択します。

このオプションによって印刷可能データの可搬性も向上します。 このオプ
ションをオフにすると、異なるプリントシステムに送信した場合、プリン
ターフォントは一致しません。

一部の Adobe アプリケーションでは、プリンターフォントの使用に制限が
ある場合があります。 これらの制限を回避するには、 [ププリリンンタターーフフォォンン
トトをを使使用用ししなないい] を選択します。 プリンターフォントは、PC側に同等の
TrueTypeフォント（TrueTypeアイコンで表示）が存在しない場合、アプリ
ケーション内のフォント一覧などではフォント名のとなりにプリンターア
イコンが表示されて区別されます。

フフォォンントト詳詳細細設設定定のの選選択択

1 [印印刷刷品品質質] > [フフォォンントト詳詳細細設設定定] で、いずれかのTrueType フォントの送信方
法を選択します。

2 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

3 [OK] をクリックして印刷を開始します。

フフォォンントト代代替替ええのの設設定定

1 フォントの代替えを設定するには、印刷ジョブを作成しているアプリケーショ
ンではなく、以下の手順によって [印印刷刷設設定定] を開く必要があります。 オペ
レーティングシステムによって、次の手順で行います。

Windows 10、Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2: [ススタターートト] を
右クリック > [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイススととププリリンンタターーのの表表示示] をク
リックします。

Windows 8 および Windows Server 2012: [ココンントトロローールルパパネネルル] > [デデババイイスス
ととププリリンンタターーのの表表示示] を開きます。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2： [ススタターートト] > [デデババイイススととププ
リリンンタターー] をクリックします。

Windows Vista および Windows Server 2008: [ススタターートト] > [ココンントトロローールルパパ
ネネルル] > [ププリリンンタターー] をクリックします。

Windows XP および Windows Server 2003: [ススタターートト] > [ププリリンンタターーとと
FAX] をクリックします。

2 目的のプリントデバイスのモデルを右クリックし、[印印刷刷設設定定]をクリックしま
す。

3 [印印刷刷品品質質] > [フフォォンントト詳詳細細設設定定] で [ププリリンンタターーフフォォンントトにに代代替替ええすするる] を選択
してから[フフォォンントトのの代代替替ええ] をクリックします。
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[フフォォンントトのの代代替替ええ] ダイアログボックスの [シシスステテムムフフォォンントト] リストにはコン
ピューターにインストールされているフォントが表示されます。 [使使用用可可能能ププ
リリンンタターーフフォォンントト]リストには、プリントデバイスのフォントが表示されま
す。

4 システムフォントを選択し、それに代替えするプリンターフォントを選択しま
す。

5 [標標準準にに戻戻すす] をクリックするとデフォルトの設定に戻ります。

6 [OK] をクリックして、設定内容を保存します。

システムフォントと類似するフォントがプリンターフォントに存在しない場
合、文書内の文字間隔などが正しく表示されない場合があります。

ププリリンンタターーフフォォンントトをを使使用用ししなないい

1 [印印刷刷品品質質] > [フフォォンントト詳詳細細設設定定] で、[ププリリンンタターーフフォォンントトをを使使用用ししなないい]
チェックボックスを選択します。

2 [OK] をクリックして、設定内容を保存します。

ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定

グラフィックは、情報を画像で表したものです。 グラフィックを使って
チャートやダイアグラムなどの機能的な情報を表示したり、描画や写真などの
アートを表示したりできます。 [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定] では、選択したPDL
(ページ記述言語)で設定可能なオプションを使って、印刷したグラフィックの
視覚的な結果を調整することができます。

パパタターーンンススケケーーリリンンググ

[パパタターーンンススケケーーリリンンググ] は、印刷対象がモニター上で表示される画質と、実際
に印刷出力されたときの画質を、できるだけ同じにするための機能です。 図
形やパスなどのオブジェクトには、ドットの集合体から構成される網目パター
ンや塗りつぶし領域が含まれることがあります。 パターンとは、規則的ある
いは不規則的に反復された色や図形、線、値、背景から構成され、視覚的な配
列を作り出します。 フィルとは、色または階調によってオブジェクトを塗り
つぶすものです。 印刷されたパターンやフィルが画面の表示と一致しない場
合、[パパタターーンンススケケーーリリンンググ] を使用して、他のドット密度を使用してみてくだ
さい。

[印印刷刷品品質質] > [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定] で、[パパタターーンンススケケーーリリンンググ] 設定を選択
します。

[自自動動] (デフォルト設定)
この設定は画面の表示に最も近いパターンおよびフィルで印刷します。

[粗粗いい]
この設定は、パターンやフィルを最も少ない数の線、パターン、または
ドットで印刷します。 [粗粗いい]は、[PCL XL] または [PCL 5e] が PDL として
選択されている場合は、[自自動動]と同じです。

[中中間間]
この設定は、線数やパターン、およびドットを、[粗粗いい] 場合より上げて、
パターンおよびフィルを印刷します。 [KPDL] が PDL として選択されてい
る場合、[中中間間] は、[自自動動] と同じです。
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[精精細細]
細かいドットのパターンで印刷します。 印刷結果は画面表示より濃くなる
場合があります。

細細線線化化

[細細線線化化] は、バーコードや描画に使用される線のペン幅を調整する機能です。
アプリケーションで設定された線の太さは変更できません。

[印印刷刷品品質質] > [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定]で、細線化設定を選択します。 [PCL XL]
が PDL として選択されている場合、細線化機能を使用できます。 [PDL (ペペーー
ジジ記記述述言言語語)] ダイアログボックスで、[GDI 互互換換モモーードド] が選択されている場
合、細線化機能は使用できません。

[印印刷刷品品質質] > [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定]で、[細細線線化化]設定を選択します。

[オオフフ] (デフォルト設定)
細線化は適用されません。

[ババーーココーードド]
この設定は、縦線と横線のペン幅を調整します。 バーコードの読み取りや
すさが向上します。

[細細線線ののみみ]
この設定は、縦線、横線、斜線のペン幅を調整します。

[すすべべててのの線線]
バーコードや描画に使用する縦線、横線、斜線のペン幅を 1 ドット減らし
ます。

[デデババイイススでで細細線線をを補補正正すするる]
ドライバー側ではなく、デバイス側でのペン幅補正を有効にして、バーコード
印刷の品質を向上させます。

反反転転ののオオププシショョンン

オプションでは、印刷内容を写真のネガのようなイメージや、鏡像のように逆
になるように印刷します。

[印印刷刷品品質質] > [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定]で、[オオププシショョンン] の設定を選択します。
この設定は、[KPDL] が PDL として選択されている場合に使用できます。

[ネネガガテティィブブイイメメーージジ印印刷刷]
この設定は、画像を写真のネガのように、画像の白と黒の領域を反転して
印刷します。

[ミミララーーイイメメーージジ印印刷刷]
この設定は、画像が鏡に映ったように、ページを左右反転して印刷しま
す。

イイメメーージジデデーータタ方方式式

[イイメメーージジデデーータタ方方式式] は、プリントシステムの機能あるいは効率を向上するた
めの処理または方法です。

[印印刷刷品品質質] > [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定] で、 [イイメメーージジデデーータタ方方式式] を選択しま
す。 この設定は、[KPDL] が PDL として選択されている場合に使用できま
す。

[ババイイナナリリーー]
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この設定は印刷速度を上げ、スプールデータ量を削減します。 イメージを
バイナリー形式で送信します。 これはほとんどすべての印刷ニーズに対し
て使用できます。

[ASCII]
この設定は、ASCIIテキストエンコードでPostScriptファイルを作成しま
す。 [ババイイナナリリーー] で作成したバイナリー形式とは異なり、この選択を使用
して作成した ASCII テキストは編集可能です。

CIE オオププシショョンン

[CIE 最最適適化化] を使用すると、Adobe Acrobat や Photoshop などのアプリケー
ションで使用される、CIE カラースペースによる各処理で実行される通常の処
理をバイパスします。 この機能を使用すると、CIE データの最適化によっ
て、これらのアプリケーションから印刷する文書の印刷速度が速くなります。
CIE データを使用していない印刷ジョブに対しては効果はありません。 [CIE
最最適適化化] は精度よりも印刷速度を重視する場合に選択されるため、実際に印刷
される出力と画面上の表示が異なる場合があります。

[印印刷刷品品質質] > [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定]で、[CIE 最最適適化化] チェックボックスを選
択します。 [CIE 最最適適化化] は、[KPDL] が PDL として選択されている場合に使
用できます。

ハハーーフフトトーーンンススククリリーーンン

[ハハーーフフトトーーンンススククリリーーンン] では、熟練したユーザーは、写真にみられるような
異なるグレーの色合いを印刷できます。 この色合いは、さまざまなサイズと
形状のドットの印刷、およびそれらの間隔の密度を調節することで生成されま
す。 さらに、この色合いは、データの線数、角度、および網点形状によって
調節できます。

[ハハーーフフトトーーンンススククリリーーンン] は、PDL として [KPDL] が選択される場合に利用可
能です。 [GDI互互換換モモーードド] が [PDL (ペペーージジ記記述述言言語語)] ダイアログボックスで選
択されている場合は、使用できません。

ハハーーフフトトーーンンススククリリーーンンのの設設定定

1 [印印刷刷品品質質] > [ググララフフィィッックク詳詳細細設設定定]で、[ハハーーフフトトーーンンススククリリーーンン] を選択し
ます。

2 [ププリリンンタターーのの初初期期値値をを使使うう] チェックボックスをオフにします。

3 利用可能な以下のオプションを任意の値に設定します。

[イインンクク]
このオプションは常に [白白黒黒] に設定され、選択できません。

[線線数数]
インチまたはセンチメートルごとのドットの行数が表示されます。 2.0 ～
999.9 の範囲で設定し、[lines/inch] または [lines/cm] を選択します。

[角角度度]
文字列が整列される角度を設定します。 -180 ～ 180 度の範囲で設定します。

[網網点点形形状状]
以下から、ハーフトーンドットの形状を選択します。

[楕楕円円]
視覚上の急転に耐性があります。 視覚上の急転は、イメージの領域が突然暗
くなる場合に発生します。 楕円の形状によって、滑らかなトーンのグラデー
ションが実現します。 暗い領域のあるイメージには、[楕楕円円] を選択します。
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[円円]
モアレ構造とドットゲインに耐性があります。 モアレ構造とは、2 つ以上の色
が誤った角度で印刷された場合に発生する、予期しないパターンのことです。
正しい角度は、印刷される色数に依存します。 ドットゲインとは、印刷時に
ハーフトーンドットが増加し、モアレのパターンになった場合のことを指しま
す。 薄い色合いの強調された領域のあるイメージには、[円円] を選択します。

[ラライインン]
特殊効果に使用します。 異なる角度を選択して効果を変更するには、[ラライインン]
を選択します。

4 印刷品質を向上させるには、[アアキキュュレレーートトススククリリーーンンをを使使用用] を選択します。
このオプションを使用すると、印刷時間が長くなる場合があります。

5 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

6 [OK] をクリックして印刷を開始します。

半半速速モモーードド

[半半速速モモーードド] を使用すると、印刷速度を通常の約半分に落として印刷します。
これを選択すると、小さなサイズや厚手の用紙、表面の平滑性が低い用紙へ印
刷する際、トナーの定着性が向上します。 このモードでは印刷中の音を低減
できる場合があります。

この機能を有効にするには、 [印印刷刷品品質質] タブで、 [半半速速モモーードド] チェックボッ
クスを選択します。

参参考考: [半半速速モモーードド] は、 [OHPフフィィルルムム] と [薄薄紙紙] を除くすべての用紙種類に
設定できます。

エエココププリリンントト

[エエココププリリンントト] は、印刷ジョブの画像やテキスト、およびグラフィック全体を
薄く印刷し、トナー消費量を抑える機能です。 [エエココププリリンントト] は、印刷速度
に影響しません。 トナーの使用量は、使用する機種や印刷するデータの種類
(テキスト、グラフィックなど) によって異なります。

[エエココププリリンントト] は、[簡簡単単設設定定] または [基基本本設設定定] タブでも選択できます。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[エエココププリリ
ンントト] を選択することによって、すべてのジョブを　[エエココププリリンントト] モードで
印刷できます。

エエココププリリンントトのの選選択択

1 [印印刷刷品品質質] タブで、 [エエココププリリンントト] アイコンをクリックし、 [オオンン] と [オオフフ]
を切り替えます。

2 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

3 [OK] をクリックして印刷を開始します。
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白白黒黒印印刷刷ののババラランンスス調調整整

白黒印刷のバランス調整は、グラフィックの明るさとコントラストを変更しま
す。 これらの設定は、グラフィックイメージが明るすぎる、薄すぎる、ある
いは暗すぎる場合に便利です。 テキストには影響しません。

白白黒黒設設定定のの調調整整

1 [印印刷刷品品質質] タブの [調調整整] リストで、[ユユーーザザーー定定義義] を選択します。

[ババラランンスス調調整整] ダイアログボックスのプレビューイメージに明るさとコントラ
ストの変更が表示されます。

2 印刷ジョブのグラフィックイメージをより明るくしたり暗くしたりするには、
[明明るるささ] の値を入力または選択します。

+100 で最も明るくなり、-100 で最も暗くなります。 0 はデフォルトで中間レ
ベルの明るさです。 イメージが明るすぎたり暗すぎたりする場合は、明るさ
を調整してグラフィックイメージをカスタマイズできます。

3 印刷ジョブのグラフィックイメージの明暗のコントラストを増減するには、
[ココンントトララスストト] の値を入力または選択します。

コントラストの設定を高くすると、グレースケールのスペクトルが減少し、明
るいグレーはより明るく、暗いグレーはより暗くなります。 コントラストの
設定を低くすると、グレースケールのスペクトルが増加し、明るい部分はより
暗く、暗い部分はより明るくなります。

+100 で最もコントラストが強くなり、-100 で最も弱くなります。 0 はデフォ
ルトで中間レベルのコントラストです。 コントラストの調整は、グラフィッ
クイメージがぼやける、または明暗がはっきりしすぎて印刷される場合に便利
です。 テキストには影響しません。

4 [標標準準にに戻戻すす] をクリックするとデフォルトの設定に戻ります。

5 [OK] をクリックして、新しい白黒の設定を保存します。

テテキキスストトとと図図のの効効果果

次の特殊設定が可能です。

[文文字字をを黒黒色色でで印印刷刷]
このオプションはすべての文字を黒色で印刷します。 プリンターに送るカ
ラーテキストのデータ量が減るため、印刷が高速化されます。 白黒印刷で
は、この機能を使用することで、印刷された淡色テキストのきめ細かさが
向上します。

[画画像像をを黒黒色色でで印印刷刷]
このオプションは、すべての画像をグレースケールではなく黒色で印刷し
ます。 この機能は CAD アプリケーション向けです。
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8 表表紙紙/合合紙紙

[表表紙紙/合合紙紙] タブでは、印刷ジョブに表紙や合紙を追加したり、 OHP フィルム
の間に用紙を挿入したりできます。 このタブの機能は、[PCL XL]、[KPDL]、
または [XPS] がPDL として選択されている場合にのみ使用できます。

元の設定に戻すには、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。 [標標準準にに戻戻すす] ボタン
は、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボックスからプリンタードライ
バーにアクセスした場合に表示されます。

表表紙紙付付けけ

[表表紙紙付付けけ] は、文書の表紙および裏表紙に表紙付けページを追加する機能で
す。 本文ページに使用する用紙とは別の厚手の用紙やカラー紙などを使い、
表紙を印刷することができます。 表紙の給紙元は、同じく[表表紙紙/合合紙紙] ダイア
ログボックスのタブの [表表紙紙のの給給紙紙方方法法] 設定で指定します。

[表表紙紙]/[内内側側] または [裏裏表表紙紙]/[外外側側] オプションを使用して印刷するには、[基基
本本設設定定] タブまたは [簡簡単単設設定定] タブで両面印刷を選択する必要があります。

[表表紙紙付付けけ] と [合合紙紙] は併用できますが、これらのオプションは、[OHP 合合紙紙]
とは併用できません。
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表表紙紙付付けけオオププシショョンン

チチェェッッククボボッッククススのの選選択択 表表紙紙挿挿入入のの種種類類

表紙のみ 白紙の表紙を追加します。

表紙のみ 表紙の外側に印刷します。

表紙 : 外側

表紙のみ 表紙の内側に印刷します。

表紙 : 内側

表紙の両面に印刷します。表紙のみ

表紙 : 外側

表紙 : 内側

— 続く
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チチェェッッククボボッッククススのの選選択択 表表紙紙挿挿入入のの種種類類

白紙の表紙と裏表紙を追加します。表紙と裏表紙

表紙の外側に印刷し、白紙の裏表紙表紙と裏表紙 を追加します。
表紙 : 外側

表紙の内側に印刷し、白紙の裏表紙表紙と裏表紙 を追加します。
表紙 : 内側

表紙の両面に印刷し、白紙の裏表紙表紙と裏表紙 を追加します。
表紙 : 外側

表紙 : 内側

— 続く
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チチェェッッククボボッッククススのの選選択択 表表紙紙挿挿入入のの種種類類

裏表紙の内側に印刷し、白紙の表紙表紙と裏表紙 を追加します。
裏表紙 : 内側

裏表紙の外側に印刷し、白紙の表紙表紙と裏表紙 を追加します。
裏表紙 : 外側

裏表紙の両面に印刷し、白紙の表紙表紙と裏表紙 を追加します。
裏表紙 : 内側

裏表紙 : 外側

表紙と裏表紙の両面に印刷します。表紙と裏表紙

表紙 : 外側

表紙 : 内側

裏表紙 : 内側

裏表紙 : 外側

表表紙紙のの印印刷刷

1 [表表紙紙/合合紙紙]タブで、[表表紙紙付付けけ]アイコンをクリックします。

2 [表表紙紙ののみみ] または [表表紙紙とと裏裏表表紙紙] を選択して印刷する表紙の種類を指定しま
す。
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3 表紙に印刷する場合は、[印印刷刷面面]オプションから選択します。

4 [表表紙紙のの給給紙紙方方法法]リストで、表紙と裏表紙の用紙種類または給紙元を選びま
す。 用紙種類を選んだ場合は、自動的に用紙種類と一致する給紙元が選択さ
れます。

5 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

6 [OK] をクリックして印刷を開始します。

OHP 合合紙紙

[OHP合合紙紙] 印刷では、印刷される各 OHP フィルムの間に合紙を挿入します。
合紙は間紙とも呼び、OHP フィルムに汚れや傷がつくのを防ぎ、フィルム同
士が張り付くのを防ぎます。 この機能は、OHP フィルムを [手手差差ししトトレレイイ] か
ら給紙して印刷する場合にのみ使用可能です。 挿入する合紙に、OHP フィル
ムと同じ文書を印刷することもできます。

[OHP 合合紙紙] 印刷の機能は、[表表紙紙付付けけ] および [合合紙紙] との組み合わせはできま
せん。

OHP フフィィルルムム間間へへのの合合紙紙のの挿挿入入

1 [基基本本設設定定] > [用用紙紙種種類類] で、 [OHP フフィィルルムム] を選択します。 [給給紙紙元元] と [用用紙紙
種種類類] リストが組み合わせされている場合 ([デデババイイスス設設定定] > [互互換換性性] で選
択)、 [用用紙紙種種類類] は表示されません。 代わりに [給給紙紙元元] リストで、 [自自動動
(OHP フフィィルルムム)] を選択します。

2 [表表紙紙/合合紙紙] タブで、[OHP 合合紙紙] アイコンをクリックします。

3 OHP フィルムと同じ内容を合紙にも印刷する場合は、[合合紙紙にに印印刷刷] チェック
ボックスをオンにします。

4 [合合紙紙のの給給紙紙方方法法] ドロップダウンリストから、用紙種類または給紙元を選択し
ます。 用紙種類を選んだ場合は、自動的に用紙種類と一致する給紙元が選択
されます。

5 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

6 [OK] をクリックして印刷を開始します。

プリントシステムの操作パネルには、OHP フィルムを [手手差差ししトトレレイイ] にセッ
トするよう、また必要に応じて、合紙の用紙を選択したカセットにセットする
よう求めるメッセージが表示されます。

合合紙紙

[合合紙紙]とは、プレプリントされたページ、または印刷ジョブの指定された箇所
に挿入される異なった種類の用紙のことです。 また、その用紙に印刷するこ
とも可能です。 両面ユニットを使用すると、合紙裏面に印刷することもでき
ます。

[裏裏面面] オプションを使用して印刷するには、[基基本本設設定定] または [簡簡単単設設定定] タブ
で両面印刷を選択する必要があります。
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[表表紙紙付付けけ] と [合合紙紙] は併用できますが、これらのオプションは、[OHP 合合紙紙]
とは併用できません。

合合紙紙印印刷刷のの組組みみ合合わわせせ

チチェェッッククボボッッククスス選選択択 合合紙紙のの種種類類

合紙 合紙として白紙を挿入する。

合紙 合紙のおもて面に印刷する。

おもて面

合紙 合紙の裏面に印刷する。

裏面

合紙の両面に印刷する。合紙

おもて面

裏面

合合紙紙印印刷刷

1 [表表紙紙/合合紙紙] タブで、[合合紙紙] アイコンをクリックします。
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2 合紙のおもて面または裏面に印刷を行う場合は、[おおももてて面面] または [裏裏面面]
チェックボックスをオンにします。

3 [合合紙紙挿挿入入位位置置] に、差し込む位置のページ番号を入れます。 合紙は、入力し
たページ番号とその前のページの間に差し込まれます。

4 [合合紙紙のの給給紙紙方方法法] ドロップダウンリストから、合紙の用紙種類または給紙元を
選択します。 用紙種類を選んだ場合は、自動的に用紙種類と一致する給紙元
が選択されます。

5 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

6 [OK] をクリックして印刷を開始します。
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[ジジョョブブ保保存存] の機能を使用すると、プリントデバイスにインストールされてい
るメモリーに印刷ジョブを保存できます。 また、[ジジョョブブ名名] を選択してジョ
ブ保存機能と合わせて使用できます。 このタブは、Microsoft Windows アプリ
ケーションから文書を印刷する際に、デフォルト設定を決定、または変更する
場合に使用します。

元の設定に戻すには、[標標準準にに戻戻すす] をクリックします。 [標標準準にに戻戻すす] ボタン
は、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボックスからプリンタードライ
バーにアクセスした場合に表示されます。

管理者は [デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[ジジョョブブ保保
存存] を選択することによって、[ジジョョブブ保保存存] タブで選択した設定ですべての
ジョブを保存または印刷されるようにすることができます。

ジジョョブブ拡拡張張機機能能

[ジジョョブブ拡拡張張機機能能] は、印刷ジョブをプリントデバイスのメモリーに保存するた
めの各種設定や、それらの印刷ジョブの印刷の実行や、再印刷する機能が含ま
れます。 印刷ジョブは、プリントデバイスの操作パネルから後で簡単に印刷
しなおすことができ、機密文書の印刷を許可されたユーザーだけに制限するこ
とも可能です。

この機能は、高度な印刷管理をデスクトップから直接行うことのできる多層的
なソリューションです。 プリントデバイスにジョブを保存することにより、
コンピューターからジョブを再送信しなくても、操作パネルからいつでも再印
刷することが可能です。
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[ジジョョブブ拡拡張張機機能能] を利用する場合、[デデババイイスス設設定定] にある [ユユーーザザーー設設定定] ダイ
アログボックスで、ユーザー名を設定することもできます。 Windows のログ
インユーザー名を使用する場合 （デフォルト） は、ユーザー名の設定は不要
です。

ジジョョブブ拡拡張張機機能能ののオオププシショョンン

スストトレレーージジロロケケーー 必必要要ななアアククセセスス ジジョョブブのの印印刷刷時時 ジジョョブブががメメモモリリーー
シショョンン ココーードド かからら削削除除さされれるる時時

[ユユーーザザーーボボッッククスス] SSD オプションパス 操作パネルからの 手動で削除、また
ワード 出力時 は最大31日間

[ククイイッッククココピピーー] SSD または SD なし PCから送られた時 プリントシステム
カード の電源オフ時、ス

トレージデバイス
容量の超過時、ま
たはジョブ保持日
数経過時

[試試しし刷刷りり後後、、保保留留] SSD、RAM ディス なし ジョブが送られた プリントシステム
ク、または SD 時に 1 部印刷し、 の電源オフ時、ま
カード 残りは後で印刷 たはジョブ保持日

数経過時

[ププラライイベベーートトププリリ SSD、RAM ディス あり 操作パネルからア プリントシステム
ンントト] ク、または SD クセスコードが入 の電源オフ時、印

カード 力された時 刷後、またはジョ
ブ保持日数経過後

[ジジョョブブ保保留留] SSD または SD オプション 操作パネルからの 手動で削除された
カード 出力時 時

ユユーーザザーーボボッッククスス

[ユユーーザザーーボボッッククスス] では、印刷ジョブはプリントシステムの操作パネルから印
刷されるまで保存されます。 保存したジョブはストレージデバイスから 1 つ
または複数を印刷できます。

印刷ジョブはストレージデバイスに 1 ～ 31 日間保存するか、もしくは印刷後
に削除できます。

ユーザーボックスは、プリントシステムのホームページで、また [デデババイイスス設設
定定] からアクセスする [SSD 設設定定] ダイアログボックス で、ユーザーごとに設
定する必要があります。 ユーザーボックスは最大 1000 個作成できます。

ユユーーザザーーボボッッククススににジジョョブブをを保保存存

1 [ジジョョブブ保保存存] タブで [ジジョョブブ拡拡張張機機能能] アイコンをクリックします。

2 [タタイイププ] リストで、[ユユーーザザーーボボッッククスス] を選択します。

3 [設設定定] をクリックします。

4 [ユユーーザザーーボボッッククスス設設定定] オプションを選択します。

[特特定定ののボボッッククスス番番号号をを使使用用] を選択した場合、そのボックス番号とパス
ワードを入力します。

[印印刷刷時時ににボボッッククスス番番号号をを入入力力] を選択し、[OK] をクリックします。 印刷を
開始すると、[ユユーーザザーーボボッッククスス] ダイアログボックスが表示されます。 [定定
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義義さされれたたユユーーザザーーボボッッククスス] リストからボックス番号を入力します。 パス
ワードが設定されている場合は、パスワードを入力します。

[印印刷刷時時ににボボッッククススリリスストトかからら選選択択] を選択し、[OK]をクリックします。 印
刷を開始すると、[ユユーーザザーーボボッッククスス] ダイアログボックスが表示されま
す。 リストからボックスを選択します。 パスワードが設定されている場合
は、パスワードを入力します。 これは、[SSD 設設定定] ダイアログボックスで
[共共有有ボボッッククスス] が選択されている場合に選択することができます。

[ロロググイインンユユーーザザーー毎毎ににボボッッククスス番番号号をを確確認認] を選択し、[OK]をクリックし
ます。 印刷を開始すると、[ユユーーザザーーボボッッククスス] ダイアログボックスが表示
されます。 ボックス番号を入力します。 パスワード保護を行うには、[パパ
ススワワーードドのの確確認認] を選択し、パスワードを入力します。 これは、[SSD 設設
定定] ダイアログボックスで [共共有有ボボッッククスス] が選択されている場合に可能で
す。

5 [OK] をクリックして[印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

6 [OK] をクリックして印刷を開始します。

[ロロググイインンユユーーザザーー毎毎ににボボッッククスス番番号号をを確確認認] が選択されている場合、ドライ
バーはユーザーボックスからログインユーザー名を検索してユーザーボックス
名として使用します。

一致したユーザー名が見つかると、そのユーザーボックスを使用して印刷
ジョブが実行されます。

一致したユーザー名が見つからなかった場合、ドライバーは管理者権限ま
たはユーザー権限のチェックを行います。 管理者権限を持っている場合、
ボックス番号および印刷ジョブ用のパスワードを入力するよう求められま
す。 ドライバーは Windows のログインユーザー名を検索し、ボックス番
号とパスワードとともに、この名前をドライバーのユーザーボックスリス
トに追加します。 ユーザー権限の場合、印刷ジョブはキャンセルされま
す。 ユーザーには管理者に問い合わせて印刷権限を取得するよう促すメッ
セージが表示されます。

ククイイッッククココピピーー

[ククイイッッククココピピーー] は、印刷ジョブのすべての部数を印刷した後、再び印刷でき
るようにするため、印刷ジョブを一時的にストレージデバイスに保存してお
く、[ジジョョブブ拡拡張張機機能能] のオプションです。 この機能を使用するには、スト
レージデバイスがインストールされていて、[デデババイイスス設設定定] で選択されている
ことが必要です。

[ククイイッッククココピピーー] は、文書の印刷後に追加部数を印刷することが必要になった
場合などに便利です。 その場合は、PC からジョブを再送信することなく、プ
リントデバイスの操作パネルから追加部数を設定し、印刷を行うことができま
す。

保存可能な [ククイイッッククココピピーー] ジョブおよび [試試しし刷刷りり後後、、保保留留] ジョブの数
は、プリントデバイスの操作パネルで設定できます。 ジョブが既定の数に達
すると、古いジョブから順に新しいジョブと入れ替わります。 [ククイイッッククココ
ピピーー] ジョブはすべて、印刷後にストレージデバイスに保存されます。 ジョブ
は、プリントシステムの電源がオフになる、またはジョブ保持日数を過ぎると
削除されます。 ジョブは操作パネルから手動で削除できます。

警警告告: 印刷ジョブは、ストレージデバイス内にある、同じ ユーザー名 と
ジョブ名 を持つジョブを上書きします。 こうした状況を防ぐには、 [上上書書きき
モモーードド]で、[ジジョョブブ名名 + 日日付付とと時時間間をを使使用用] を選択します。
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参参考考: この機能を SD カードで使用する際は、[デデババイイスス設設定定] で、[RAM デディィ
ススクク] のチェックボックスをオフにします。 デバイスの RAM ディスク設定も
オフにします。

ククイイッッククココピピーージジョョブブのの印印刷刷

1 [ジジョョブブ保保存存] タブで [ジジョョブブ拡拡張張機機能能] アイコンをクリックします。

2 [タタイイププ] リストで、[ククイイッッククココピピーー] を選択します。

3 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

試試しし刷刷りり後後、、保保留留

[試試しし刷刷りり後後、、保保留留] は、印刷ジョブを 1 部印刷してから残りの部数を印刷する
ことで、印刷結果を確認できる [ジジョョブブ拡拡張張機機能能] のオプションです。 この機
能は、プリントデバイスにストレージデバイスがインストールされている、ま
たはRAM ディスクが設定されており、[デデババイイススのの設設定定] で選択されている場
合に使用可能です。

試し刷り印刷を行い、確認した後は、コンピューターからジョブを再送信しな
くても、プリントデバイスの操作パネルから残りの部数を印刷することが可能
です。 必要に応じて、印刷部数は変更することができます。

参参考考: [試試しし刷刷りり後後、、保保留留] は、Microsoft Excel など一部のアプリケーション
では使用できません。

保存可能な [試試しし刷刷りり後後、、保保留留] ジョブおよび [ククイイッッククココピピーー] ジョブの数
は、プリントシステムの操作パネルで設定できます。 ジョブが既定の数に達
すると、古いジョブから順に新しいジョブと入れ替わります。 [試試しし刷刷りり後後、、
保保留留] ジョブはすべて、印刷後にストレージデバイスに保存されます。 ジョブ
は、プリントデバイスの電源がオフになる、またはジョブ保持日数を過ぎると
削除されます。 ジョブは操作パネルから手動で削除できます。

警警告告: 印刷ジョブは、ストレージデバイス内にある、同じ ユーザー名 と
ジョブ名 を持つジョブを上書きします。 こうした状況を防ぐには、 [上上書書きき
モモーードド]で、[ジジョョブブ名名 + 日日付付とと時時間間をを使使用用] を選択します。

試試しし刷刷りり後後、、保保留留ジジョョブブのの印印刷刷

1 [基基本本設設定定] タブで、印刷部数を選択します。

2 [ジジョョブブ保保存存] タブで [ジジョョブブ拡拡張張機機能能] アイコンをクリックします。

3 [タタイイププ]リストで、[試試しし刷刷りり後後、、保保留留]を選択します。

4 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ププラライイベベーートトププリリンントト

[ププラライイベベーートトププリリンントト] は [ジジョョブブ拡拡張張機機能能] の 1 つで、印刷ジョブを印刷する
ため 4 桁のアクセスコードが入力されるまでオプションのストレージデバイ
ス、またはRAM ディスクメモリーに保存します。 ストレージデバイス容量が
限界に達した状態で、新しい保存用ジョブが送信された場合は、保存されてい
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る最も古いジョブが新しいジョブに差し替えられます。 [ププラライイベベーートトププリリンン
トト] ジョブは、プリントデバイスをリセットしたり、電源をオフにしたり、ま
たはジョブ保持日数を超過すると削除されます。 ジョブを削除されたくない
場合は、[ジジョョブブ保保留留] 機能を選択してください。

機密文書をプリントデバイスに送信する場合、4 桁のアクセスコードを入力す
る必要があります（アクセスコードは、[ジジョョブブ名名]、[ユユーーザザーー名名] と共に印刷
ジョブに添付されます）。 アクセスコードの入力が求められるオプションを
選択することもできます。 プリントデバイスの操作パネルにアクセスコード
が入力されるまで、ジョブは印刷されません。 印刷後、ジョブはプリントデ
バイスのメモリーから削除されます。

保存可能な [ププラライイベベーートトププリリンントト] ジョブの数は、ストレージデバイスの容
量のみに制限されます。 ジョブは操作パネルから手動で削除できます。

警警告告: 印刷ジョブは、ストレージデバイス内にある、同じ ユーザー名 と
ジョブ名 を持つジョブを上書きします。 こうした状況を防ぐには、 [上上書書きき
モモーードド]で、[ジジョョブブ名名 + 日日付付とと時時間間をを使使用用] を選択します。

ププラライイベベーートトププリリンントトジジョョブブのの保保管管

1 [ジジョョブブ保保存存] タブで [ジジョョブブ拡拡張張機機能能] アイコンをクリックします。

2 [タタイイププ] リストで、[ププラライイベベーートトププリリンントト]を選択します。

3 アクセスコードを選択するための方法を選択します。

すべての印刷ジョブに対して同じアクセスコードを使用する場合は、 [印印刷刷
時時ににアアククセセススココーードドをを入入力力] の選択を解除し、[アアククセセススココーードドのの指指定定] ボッ
クスに 4 桁の数字を入力します。

各印刷ジョブに対して、異なるアクセスコードを使用する場合は、[印印刷刷時時
ににアアククセセススココーードドをを入入力力] を選択します。 アプリケーションの [印印刷刷] ダイ
アログボックスで [OK] をクリックすると、[ププラライイベベーートトププリリンントト] ダイア
ログボックスが表示されるのでアクセスコードを入力します。

4 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ジジョョブブ保保留留

[ジジョョブブ保保留留] は、[ジジョョブブ拡拡張張機機能能] の 1 つで、印刷ジョブをストレージデバイ
スに恒久的に保存しておき、再印刷を可能にします。 また、アクセスコード
を使用してジョブが不正に印刷されるのを防ぐオプションも用意されていま
す。 この機能を使用するには、ストレージデバイスがインストールされてい
て、[デデババイイスス設設定定] で選択されていることが必要です。

[ジジョョブブ保保留留] で印刷したジョブは、プリントデバイスの電源を一度切った後で
も再印刷が可能なため、いつでも印刷できるようにしておく必要のあるジョブ
などに便利です。 [ジジョョブブ保保留留] ジョブを削除するには、プリントデバイスか
ら手動で削除します。

必要に応じて、4 桁のアクセスコードを [ジジョョブブ保保留留] ジョブに設定して、誰に
も見られないようにジョブを印刷したり、許可されたユーザーだけに印刷を制
限したりすることができます。 アクセスコードを設定すると、ユーザーがプ
リントデバイスの操作パネルからアクセスコードを入力するまで、ジョブは印
刷されません。 印刷後、ジョブはプリントデバイスのメモリーに残ります。

保存可能な [ジジョョブブ保保留留] ジョブの数は、ストレージデバイスの容量のみに制
限されます。 ジョブは操作パネルから手動で削除することもできます。

プリンタードライバー 9-5



ジョブ保存

警警告告: 印刷ジョブは、ストレージデバイス内にある、同じ ユーザー名 と
ジョブ名 を持つジョブを上書きします。 こうした状況を防ぐには、 [上上書書きき
モモーードド]で、[ジジョョブブ名名 + 日日付付とと時時間間をを使使用用] を選択します。

参参考考: この機能を SD カードで使用する際は、[デデババイイスス設設定定] で、[RAM デディィ
ススクク] のチェックボックスをオフにします。 デバイスの RAM ディスク設定も
オフにします。

ジジョョブブ保保留留ジジョョブブのの保保管管

1 [ジジョョブブ保保存存] タブで [ジジョョブブ拡拡張張機機能能] アイコンをクリックします。

2 [タタイイププ] リストで、[ジジョョブブ保保留留] を選択します。

3 文書へのアクセスを制限したい場合は、[アアククセセススココーードド] のチェックボックス
を選択して、ボックスに 4 桁の数字を入力します。

4 [OK] をクリックして [印印刷刷] ダイアログボックスに戻ります。

5 [OK] をクリックして印刷を開始します。

ジジョョブブ名名

[ジジョョブブ名名] は、印刷ジョブごとの識別名です。 これはプリントシステムの操
作パネルからジョブを検索したり、印刷したりするのに便利です。 [ジジョョブブ拡拡
張張機機能能] のいずれかを使用して印刷ジョブを送信する場合、ジョブにカスタム
名を割り当てたり、アプリケーションファイルの名前を使用したりできます。

Microsoft Word および PowerPoint では、アプリケーションで定義される [ジジョョ
ブブ名名] にアプリケーション名を含めたり、除外したりできます。 またプリント
システムのメモリー内のジョブを印刷するとき、同じ [ジジョョブブ名名] を持つ新し
いジョブによって置き換えられないようにすることもできます。

アアププリリケケーーシショョンン名名ををジジョョブブ名名にに使使用用ししなないい

[アアププリリケケーーシショョンン名名ををジジョョブブ名名にに使使用用ししなないい] は、ジョブ拡張機能でジョブ名
からアプリケーション名を削除するオプションです。 [アアププリリケケーーシショョンン名名をを
ジジョョブブ名名にに使使用用ししなないい] を選択すると、選択したファイル名がジョブリストに
わかりやすく表示されます。 この機能は、Microsoft Word または PowerPoint
から印刷する場合にのみ使用できます。

上上書書ききモモーードド

[上上書書ききモモーードド]は、保存された印刷ジョブが同じ [ジジョョブブ名名] を持つ新しいジョ
ブによって、プリントシステムのメモリー内で置き換えられないようにするた
めのオプションです。 ユーザーが同じ [ユユーーザザーー名名] と [ジジョョブブ名名] を持つ 2 つ
の印刷ジョブを送信した場合、2 番目のジョブは何のメッセージも表示しない
で最初のジョブに置き換わります。 これを防ぐために、[上上書書ききモモーードド] は
ジョブが送信された日付と時間を追加して自動的に [ジジョョブブ名名] を変更しま
す。 また、この機能は、PC から印刷ジョブが送信された時間を追跡するのに
も役立ちます。

選択されたオプションは、 [アアププリリケケーーシショョンン定定義義] または [ユユーーザザーー定定義義] が
選択された [ジジョョブブ名名] に適用されます。 [上上書書ききモモーードド] オプションには、次
のものがあります。

[既既存存ののフファァイイルルをを置置きき換換ええるる]
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このオプションは、同じ [ユユーーザザーー名名] および同じ [ジジョョブブ名名] が存在する場
合、現在の印刷ジョブによってプリントシステムメモリー内の既存のジョ
ブが置き換わります。

[ジジョョブブ名名 + 日日付付とと時時間間をを使使用用]
このオプションは、現在の日付と時間を [ジジョョブブ名名] の後ろに追加します。
同じジョブ名である前回の印刷ジョブは、プリントシステムのメモリーに
残ります。

ジジョョブブ名名をを選選択択

[ジジョョブブ拡拡張張機機能能] を使用する際に、プリントシステムの操作パネルに表示され
るジョブリストから目的のジョブを確認できるよう、[ジジョョブブ名名] を設定するこ
とができます。 選択した[ジジョョブブ名名] は、ジョブがプリントシステムに送信さ
れるときに、印刷ジョブとともに保存されます。

1 [ジジョョブブ保保存存] > [ジジョョブブ名名] で名前を選択します。

[アアププリリケケーーシショョンン定定義義]
アプリケーションの文書名を [ジジョョブブ名名] として使用します。 Microsoft
Word または PowerPoint 文書の場合、[アアププリリケケーーシショョンン名名ををジジョョブブ名名にに使使
用用ししなないい] を選択すると、[ジジョョブブ名名] としてドキュメント名のみを表示する
ためにアプリケーション名が削除されます。

[ユユーーザザーー定定義義]
このオプションは、ジョブごとに一意の名前を使用します。 79 文字以内で
ボックスに名前を入力します。

2 同じ [ジジョョブブ名名] のジョブがプリントシステムのメモリーにすでに存在する場
合は、[上上書書ききモモーードド] オプションを選択します。

[既既存存ののフファァイイルルをを置置きき換換ええるる]
同じ [ユユーーザザーー名名] および同じ [ジジョョブブ名名] のジョブが存在する場合、現在の
印刷ジョブによってプリントシステムメモリー内の既存のジョブが置き換
わります。

[ジジョョブブ名名 + 日日付付とと時時間間をを使使用用]
現在の日付と時間を [ジジョョブブ名名] の後ろに追加します。
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10 拡拡張張機機能能

[拡拡張張機機能能] タブでは、プリントデバイスの機能を拡張させる特殊な機能を選択
できます。

[標標準準にに戻戻すす] をクリックすると、[EMF ススププーールルをを行行うう] と [静静音音モモーードド] は、
プリンタードライバーの [印印刷刷設設定定] で設定されたデフォルト設定に戻りま
す。 [標標準準にに戻戻すす] ボタンは、アプリケーションの [印印刷刷] ダイアログボックス
からプリンタードライバーにアクセスした場合に表示されます。

ププロロロローーググ/エエピピロローーググ

[ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] を使用すると、印刷ジョブの始めまたは終わりにコ
マンドファイルを挿入することができます。 コマンドファイルは、本機に搭
載されているプリスクライブ言語のプログラミングコマンドを使用します。

コマンドファイルは一連の命令であり、プリントシステムはこれを解釈して所
定の出力を生成します。 たとえばレターヘッドのように、文書の決まった位
置にロゴなどを印刷するために、[ププロロロローーググ/エエピピロローーググ]コマンドファイルに
マクロを挿入することができます。 または、[基基本本設設定定]タブの[カカーーボボンンココ
ピピーー]機能を使用している場合は、カーボンコピーに見出しを挿入できます。

印刷ジョブに追加する前に、お使いの PC で [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] ファイ
ルを使用可能にしておく必要があります。 このファイルを作成するには、
Windows のメモ帳などのテキストエディターを使用します。 PC で [編編集集] を
クリックして、[ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] ファイルを編集できます。 コマンド
ファイルを編集して保存すると、既存のローカルまたはネットワークファイル
の内容を書き換えます。
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リストで[ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] ファイルを選択して [削削除除] をクリックする
ことにより、ファイルを削除できます。 プロローグ/エピローグデータファイ
ルからはファイル名だけが削除されます。 ファイルそのものは削除されず、
ネットワークまたはローカル PC に残っています。

挿挿入入箇箇所所オオププシショョンン

挿入箇所は、選択された [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] コマンドファイルが、プリ
ントシステムによって処理される印刷ジョブ内の場所です。 コマンドファイ
ルリストの各ファイルに割り当てられる挿入個所は1つです。

参参考考: PDLとして [PCL 5e] を選択した場合のみ、[ペペーージジののははじじめめ] と [ペペーー
ジジのの終終わわりり] の挿入箇所オプションが使用できます。

[ななしし[未未設設定定]]
選択したコマンドファイルは印刷ジョブに挿入されません。 この選択は、
複数のコマンドファイルがある場合に、特定のコマンドファイルだけを使
用する際に使用できます。 コマンドファイルを使用しない印刷ジョブに
は、[ななしし[未未設設定定]] を選択します。

[文文書書ののははじじめめ]
コマンドファイルは印刷ジョブの最初のページに挿入されます。 文書は 2
ページ目から印刷が開始されます。

[文文書書のの終終わわりり]
コマンドファイルは印刷ジョブの最終ページに挿入され、文書の最終ペー
ジの後に印刷されます。

[ペペーージジののははじじめめ]
コマンドファイルは、印刷ジョブの各ページの前に挿入されます。

[ペペーージジのの終終わわりり]
コマンドファイルは、印刷ジョブの各ページの後ろに挿入されます。

[奇奇数数ペペーージジにに挿挿入入]
[ペペーージジののははじじめめ] または [ペペーージジのの終終わわりり] を選択すると、このオプション
を選択して、すべての奇数ページにコマンドファイルを挿入することがで
きます。

[偶偶数数ペペーージジにに挿挿入入]
[ペペーージジののははじじめめ] または [ペペーージジのの終終わわりり] を選択すると、このオプション
を選択して、すべての偶数ページにコマンドファイルを挿入することがで
きます。

[ペペーージジ指指定定]
[ペペーージジののははじじめめ] または [ペペーージジのの終終わわりり] を選択すると、このオプション
を使用して指定されたページにコマンドファイルを挿入することができま
す。 テキストボックスにページ番号をカンマで区切って入力するか、また
はハイフンで区切ってページ範囲を指定します。

ププロロロローーググ/エエピピロローーググフファァイイルルのの選選択択とと割割りり当当てて

1 [拡拡張張機機能能] > [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] で、[参参照照] をクリックして[ププロロロローーググ/
エエピピロローーググ] ファイル (.TXT、.LOG) を選択し、[ププロロロローーググ/エエピピロローーググデデーータタ
フファァイイルル] リストに追加することができます。

2 リストからファイルを選択します。
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3 [挿挿入入箇箇所所] で、[ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] ファイルを挿入する場所を選択、また
は [ななしし [未未設設定定]] を選択します。

4 必要に応じて、手順 1 - 3 を繰り返してファイルを追加します。

5 [OK] をクリックします。

ププロロロローーググ/エエピピロローーググフファァイイルルのの編編集集

PC で [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] ファイルを編集できます。

1 [拡拡張張機機能能] > [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] で、リストから [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ
デデーータタフファァイイルル] を選択し、[編編集集] をクリックします。

2 テキストエディターが開いてから、ファイルの変更を行います。

3 ファイルを保存し、終了します。

参参考考: コマンドファイルを編集して保存すると、ローカルまたはネットワー
クにある既存ファイルの内容が上書きされます。

ププロロロローーググ/エエピピロローーググフファァイイルルのの削削除除

1 [拡拡張張機機能能] > [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ] で、リストから [ププロロロローーググ/エエピピロローーググ
デデーータタフファァイイルル] を選択し、[削削除除] をクリックします。

2 削除を確認するボックスが表示されたら、確認して [ははいい] をクリックしま
す。

参参考考: プロローグ/エピローグデータファイルからはファイル名だけが削除さ
れます。 ファイルそのものは削除されず、ネットワークまたはローカル PC
に残っています。

ウウォォーータターーママーークク

ウォーターマークは目に見える画像またはパターンで、ページ上または文書全
体に配置できます。 デフォルトのウォーターマークを 1 つ選択するか、独自
の文字列を作成するか、または画像を使用することができます。 ダイアログ
ボックスのプレビュー領域には、ウォーターマークがどのように表示されるの
かが示されます。 これはウォーターマークの外観や位置を変更するときに便
利です。

デフォルトのウォーターマークは限られた数のオプションしか変更できません
が、どのウォーターマークでも編集可能です。

ウォーターマークに画像を使用したい場合は、印刷ジョブに追加する前に、お
使いの PC で画像ファイルを準備しておく必要があります。

ウォーターマークの[間間隔隔]には、単位がインチまたはミリメートルで表示され
ます。 [デデババイイスス設設定定] からアクセスして、[ユユーーザザーー設設定定] ダイアログボックス
の [単単位位] 設定を変更できます。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[ウウォォーー
タターーママーークク] を選択することによって、すべてのジョブにウォーターマークが
印刷されるようにすることができます。
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ウウォォーータターーママーークク文文字字列列をを追追加加ままたたはは編編集集

1 [拡拡張張機機能能] > [ウウォォーータターーママーークク] で [新新規規] をクリックしてカスタムのウォー
ターマーク文字列を作成します。

デフォルトまたはカスタムのウォーターマーク文字列を編集するには、リスト
から対象の文字列を選択します。

2 [設設定定名名] に、最大 39 文字で名前を入力します。 デフォルトのウォーターマー
ク名は変更できません。

3 [ウウォォーータターーママーークク文文字字列列]に、希望する文字列を入力します。 デフォルトの
ウォーターマーク文字列を編集する場合は、このオプションは使用できませ
ん。

4 文字列のフォント、サイズ、スタイルを設定します。

5 リストからウォーターマーク文字列の色を選択します。 利用可能なオプショ
ンは、グレーと黒です。

6 ウォーターマークの [数数] は 20 個まで設定できます。 [間間隔隔]のボックスに、2
つ以上のウォーターマーク文字列の間の距離をインチまたはミリメートルで入
力、または選択します。

7 [角角度度]、[水水平平位位置置]、[垂垂直直位位置置] ボックスで、ウォーターマーク文字列の位置
を選択します。

プレビュー領域の下にあるボタンをクリックしてからウォーターマーク文字列
をクリックして、文字列の位置と角度を変更することもできます。 ウォー
ターマーク文字列を、ドラッグ操作で移動または回転できます。

ダイアログボックスの下部にある [中中心心をを軸軸にに回回転転] チェックボックスでは、
ウォーターマーク文字列の回転方法を設定できます。 [中中心心をを軸軸にに回回転転]
チェックボックスにチェックを入れると文字列の中央を、チェックを外すと文
字列の左端を軸にして、ウォーターマーク文字列の回転を調整できます。

8 [印印刷刷面面] で、ウォーターマークを印刷するページを選択します。

[すすべべててののペペーージジ]
このオプションは、文書の各ページにウォーターマークを印刷します。

[最最初初ののペペーージジののみみ]
このオプションは、文書の最初のページにウォーターマークを印刷しま
す。

[最最初初ののペペーージジ以以外外すすべべてて]
このオプションは、最初のページの後、すべてのページにウォーターマー
クを印刷します。

[指指定定ししたたペペーージジ]
このオプションは、ボックスに入力した番号のページにウォーターマーク
を印刷します。

[表表紙紙のの外外側側]
このオプションは、表紙にウォーターマークを印刷します。 表紙への印刷
は、[表表紙紙/合合紙紙] タブで [表表紙紙付付けけ] を選択する必要があります。 [表表紙紙/合合紙紙]
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タブの [表表紙紙付付けけ] で、[表表紙紙ののみみ] と [外外側側] が選択されている場合は、[表表紙紙
のの外外側側] が自動的に選択されます。

9 [追追加加] をクリックし、ウォーターマークを保存します。

10 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ウウォォーータターーママーーククイイメメーージジをを追追加加ままたたはは編編集集

1 [拡拡張張機機能能] > [ウウォォーータターーママーークク] で [新新規規] をクリックし、カスタムのウォー
ターマークイメージを作成します。

カスタムのウォーターマークイメージを編集するには、リストから対象のイ
メージを選択します。

2 [設設定定名名] に、最大 39 文字で名前を入力します。

3 [ウウォォーータターーママーーククイイメメーージジ] で [参参照照] をクリックし、お使いのコンピューター
に保存しているイメージファイル（ビットマップ、JPEG、GIF、PNG）を選
択します。

4 [縮縮小小・・拡拡大大] で、ウォーターマークイメージのサイズを「1%」か
ら「1000%」までの間で指定して、縮小または拡大します。 [自自動動] を選択す
ると、イメージ全体がページの中心に配置されます。

5 [不不透透明明度度] では、ウォーターマークイメージの濃度を「1%」から「100%」ま
での間で選択します。

6 [角角度度]、[水水平平位位置置]、[垂垂直直位位置置] ボックスで、ウォーターマークイメージの位
置を選択します。[自自動動] を選択すると、イメージ全体がページの中心に配置さ
れます。

プレビュー領域の下にあるボタンをクリックしてからウォーターマークイメー
ジをクリックし、イメージの位置と角度を変更することもできます。 ウォー
ターマークイメージを、ドラッグ操作で移動または回転できます。

ダイアログボックスの下部にある [中中心心をを軸軸にに回回転転] チェックボックスでは、
ウォーターマークイメージの回転方法を設定できます。 [中中心心をを軸軸にに回回転転]
チェックボックスにチェックを入れるとイメージの中央を、チェックを外すと
イメージの左端を軸にして、ウォーターマークイメージの回転を調整できま
す。

7 [印印刷刷面面] で、ウォーターマークを印刷するページを選択します。

[すすべべててののペペーージジ]
このオプションは、文書の各ページにウォーターマークを印刷します。

[最最初初ののペペーージジののみみ]
このオプションは、文書の最初のページにウォーターマークを印刷しま
す。

[最最初初ののペペーージジ以以外外すすべべてて]
このオプションは、最初のページの後、すべてのページにウォーターマー
クを印刷します。

[指指定定ししたたペペーージジ]
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このオプションは、テキストボックスに入力した番号のページにウォー
ターマークを印刷します。

[表表紙紙のの外外側側]
このオプションは、表紙にウォーターマークを印刷します。 このオプショ
ンは、 [表表紙紙/合合紙紙] タブで [表表紙紙付付けけ] が選択されている場合に使用可能で
す。 [表表紙紙/合合紙紙] タブの [表表紙紙付付けけ] で、[表表紙紙ののみみ] と [外外側側] が選択されてい
る場合は、[表表紙紙のの外外側側] が自動的に選択されます。

8 [追追加加] をクリックし、ウォーターマークを保存します。

9 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク

[セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] は、ほとんど目で見ることのできない画
像やテキストを背景に印刷するプラグインです。 セキュリティー・ウォー
ターマークは、印刷したページをコピーした場合にのみ表示されます。 この
機能により、コピーが禁止されている印刷文書を識別したり、元の文書とコ
ピーされた文書を区別したりすることを可能にします。 標準では、6 種類のテ
キストまたは画像のセキュリティー・ウォーターマークを使用できますが、
ユーザー独自のセキュリティー・ウォーターマーク文字列を作成することもで
きます。

[オオププシショョンンののココンンポポーーネネンントトウウィィザザーードド] では、プリンタードライバーのイン
ストール後、[セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] プラグインをインストール
できます。

[PCL XL] が PDLとして選択されている場合、[拡拡張張機機能能] タブで [セセキキュュリリ
テティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] が使用できます。

デフォルトのセキュリティー・ウォーターマークは限られた数のオプションし
か変更できませんが、どのセキュリティー・ウォーターマークでも編集可能で
す。

セキュリティー・ウォーターマークの [ガガーードドパパタターーンン] 機能を使用すると、
文書が不正にコピー、スキャン、ファクス送信されたり、メモリーから印刷さ
れたりすることを防ぎます。 スキャン、ファクス送信、あるいはメモリーか
らの印刷が試みられると、印刷処理が停止し、プリントシステムの動作パネル
にメッセージが表示されます。

セキュリティー・ウォーターマークを効果的に使用するには、印刷した用紙で
はほとんど見えないようにし、コピーした用紙ではっきり表示されるようにす
る必要があります。 プリントデバイスとドライバーの設定は、印刷ジョブに
よってそれぞれ異なるため、セキュリティー・ウォーターマークを印刷する前
に、パターンの濃度とコントラストの調整を行う必要があります。 このパ
ターン調整は、背景パターンを変更した際、トナーまたはプリントデバイスを
交換した際、負荷の高い印刷を行った後にも行うことをお勧めします。

[セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] を選択すると、ドライバーの各機能は次
のように設定されます。

[拡拡張張機機能能] タブの [ウウォォーータターーママーークク] は、[ななしし] に設定されます。

[印印刷刷品品質質] > [品品質質設設定定] > [ユユーーザザーー定定義義] > [カカススタタムム品品質質]で、[解解像像度度] は
[600 dpi] に設定されます。

[印印刷刷品品質質] > [品品質質設設定定] > [ユユーーザザーー定定義義] > [カカススタタムム品品質質]で、[KIR] は [オオ
フフ] に設定されます。

[簡簡単単設設定定]、[基基本本設設定定] 、または [印印刷刷品品質質] の [エエココププリリンントト] は [オオフフ] に
設定されます。
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[印印刷刷品品質質] > [調調整整] > [ユユーーザザーー定定義義] の [ババラランンスス調調整整] ( [明明るるささ] と [ココンントト
ララスストト] ) は [0] に設定されます。

また、この逆も同様です。 これらの設定が変更された場合、[セセキキュュリリ
テティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] の選択は [ななしし] に設定されて使用できません。

管理者は、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者設設定定] > [ロロッックク設設定定] を選択し、[セセキキュュリリ
テティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] を選択することによって、すべてのジョブにセ
キュリティー・ウォーターマークを印刷できます。

セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーーククのの追追加加ままたたはは編編集集

1 [拡拡張張機機能能] > [セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] で [新新規規] をクリックしてカ
スタムのセキュリティー・ウォーターマークを作成します。

デフォルトまたはカスタムのセキュリティー・ウォーターマークを編集するに
は、リストから対象のセキュリティー・ウォーターマークを選択します。

2 [セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク名名] に、名前を入力します (最大 39 文
字)。 デフォルトのセキュリティー・ウォーターマークの名前は変更できませ
ん。

3 [文文字字列列] では、最大 3 行までのテキストを入力します。 デフォルトのセキュ
リティー・ウォーターマークを編集する場合は、このオプションは使用できま
せん。 次のオプションから選択してください。

[ななしし]
このオプションは、空行のままにします。

[ユユーーザザーー定定義義]
このオプションには、最大 39 文字までのテキストを入力することができま
す。

これ以外のオプションでは、ジョブの印刷時に PC またはプリンタードラ
イバーから取得した日付や時刻およびその他のジョブ情報が表示されま
す。

4 文字列のフォント、サイズ、スタイルおよび角度を選択します。

5 セキュリティー・ウォーターマークの背景となるデザインを選択します。

[ガガーードドパパタターーンン]
ガードパターンは、セキュリティー・ウォーターマークの背景として表示
されます。

[パパタターーンン]
セキュリティー・ウォーターマークの背景となるデザインを選択します。

6 [濃濃度度] および [ココンントトララスストト] で、次の中から初期オプションを選択します。

[薄薄くく]、[普普通通]、[濃濃くく]
背景パターンの濃度を選択します。

[ココンントトララスストト 1-9]
背景パターンに対するコントラストを、最も薄いレベルから最も濃いレベ
ルの中で選択します。

ここでの選択内容は、次の手順でサンプルを印刷した結果を見て、必要に応じ
て変えることができます。
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7 [ササンンププルル印印字字] をクリックすると、選択したパターン濃淡で 9 種類のすべての
コントラストが表示されたページを印刷することができます。 パターン濃淡
のオプションごとに、サンプルページを印刷することをお勧めします。

8 サンプル印刷の中から、セキュリティー・ウォーターマークが最も写っていな
いサンプルを選びます。

9 [セセキキュュリリテティィーー・・ウウォォーータターーママーークク] ダイアログボックスで、手順 8 にて選択
したサンプルにマッチする [濃濃度度] および [ココンントトララスストト] のオプションを選択
します。

10 [印印刷刷面面] で、セキュリティー・ウォーターマークを印刷するページを選択しま
す。

[すすべべててののペペーージジ]
このオプションは、文書の各ページにセキュリティー・ウォーターマーク
を印刷します。

[最最初初ののペペーージジののみみ]
このオプションは、文書の最初のページにセキュリティー・ウォーター
マークを印刷します。

[最最初初ののペペーージジ以以外外すすべべてて]
このオプションは、最初のページの後、すべてのページにセキュリ
ティー・ウォーターマークを印刷します。

[指指定定ししたたペペーージジ]
このオプションは、テキストボックスに入力した番号のページにセキュリ
ティー・ウォーターマークを印刷します。

[表表紙紙のの外外側側]
このオプションは、表紙にセキュリティー・ウォーターマークを印刷しま
す。 このオプションは、 [表表紙紙/合合紙紙] タブで [表表紙紙付付けけ] が選択されている
場合に使用可能です。 [表表紙紙/合合紙紙] タブの [表表紙紙付付けけ] で、[表表紙紙ののみみ] と [外外
側側] が選択されている場合は、[表表紙紙のの外外側側] が自動的に選択されます。

11 ウォーターマークの文字列の 1 行目をページの下部に印刷する場合は、[フフッッ
タターーににもも印印刷刷] を選択します。 アイコンをクリックして、ページの位置を選択
します。 このオプションは、通常セキュリティー・ウォーターマークそのも
のは印刷ページに表示されないので、便利です。

12 文書の内容がページ全体にわたっている Microsoft PowerPoint や Internet
Explorer などのアプリケーションの場合は、[上上書書ききモモーードド] を選択します。 セ
キュリティー・ウォーターマークは文書データに重ねられて印刷され、コピー
した際に現れます。 画像を編集している場合、または [ペペーージジ記記述述言言語語 (PDL)]
ダイアログボックスで [GDI 互互換換モモーードド] が選択されている場合、[上上書書ききモモーー
ドド] が自動的に選択されます。

13 [追追加加] をクリックし、セキュリティー・ウォーターマークを保存します。

14 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。
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スステテーータタススモモニニタターー通通知知

[スステテーータタススモモニニタターー]は、ジョブの印刷中にプリントシステムのステータス情
報を表示します。 プリントシステムのイベントに、サウンドと音声による通
知を設定することもできます。

サポートされているプリントシステムごとに、ステータスモニターを起動でき
ます。 同時に複数のステータスモニターを表示できます。

スステテーータタススモモニニタターー通通知知のの設設定定

1 [拡拡張張機機能能] タブで、[スステテーータタススモモニニタターー] をクリックします。

2 [スステテーータタススモモニニタターー通通知知] ダイアログボックスで、[イイベベンントトのの通通知知をを有有効効にに
すするる] チェックボックスを選択します。

3 サウンドまたは音声による通知を追加するには、 [有有効効ななイイベベンントト] リストか
らイベントを選択します。

[カカババーーオオーーププンン]
[紙紙づづままりり]
[用用紙紙切切れれ]
[ススリリーーププ]
[トトナナーー切切れれ]
[トトナナーー残残量量少少]
[未未接接続続]
[印印刷刷完完了了]
[そそのの他他]

4 [ササウウンンドドフファァイイルル / 読読みみ上上げげるるテテキキスストト] の下で、選択したイベントの右側を
クリックし、次に進みます。

サウンドファイルを追加するには、サウンドファイル (.WAV) の場所を入力
するか、[参参照照] をクリックして、PC に保存しているサウンドファイルを見
つけます。

音声を追加するには、任意のテキストを 260 文字以内で入力します。
Microsoft 社の[音音声声合合成成] 機能は、入力したテキストを音声で読み上げま
す。

5 他のイベントにサウンドまたは音声を追加するには、手順 3 と手順 4 を繰り返
します。

6 [OK] をクリックします。

スステテーータタススモモニニタターーのの表表示示

1 ステータスモニターに印刷ジョブやプリントシステムの情報を表示して確認す
ることができます。

ジョブタブには、各印刷ジョブの情報が表示されます。 ジョブをキャンセ
ルするには、ジョブを右クリックして[キキャャンンセセルル] をクリックします。

給紙タブには、各カセットと手差しトレイの情報が表示されます。

トナータブには、各トナーのレベルが表示されます。
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警告タブには、[待待機機中中] またはイベント情報が表示されます。 複数のイベ
ントの場合、各イベントをクリックして詳細を表示します。

2 矢印をクリックして、詳細の表示・非表示を切り替えます。

3 オプションのリストを表示するには、ツールアイコンをクリックして使用でき
るオプションを選択します。

[ププリリンントトシシスステテムムのの設設定定]
ネットワークに接続している場合、ブラウザーを開いてプリントシステム
のホームページを表示します。 このオプションはUSB接続では使用できま
せん。

[通通知知]
[スステテーータタススモモニニタターー通通知知] ダイアログボックスを開きます。

[アアププリリケケーーシショョンンのの終終了了]
ステータスモニターを閉じます。

EMF ススププーールル

エンハンスメタファイル (EMF) は、Microsoft Windows オペレーティングシス
テムによる印刷で使用されるスプールファイル形式です。 アプリケーション
から印刷ジョブが送られると、ジョブはスプールファイルに転送されます。
アプリケーションはスプールファイルに書き込み、プリンタードライバーは同
時にスプールファイルから読み取ります。 複数の文書や大量の文書を印刷す
る場合、この機能を使用すると、プリンターがまだ文書を印刷している間でも
ユーザーはアプリケーションにすばやく戻ることができます。

参参考考: [EMF ススププーールルをを行行うう] は、[ペペーージジ記記述述言言語語 (PDL)] ダイアログボック
スで [パパススススルルーーモモーードド] が選択されている場合は使用できません。

EMF ススププーールルのの選選択択

1 [拡拡張張機機能能] タブで、[EMF ススププーールルをを行行うう] チェックボックスを選択します。

2 [OK] をクリックします。

静静音音モモーードド

[静静音音モモーードド] のチェックボックスを選択すると、通常より静かなモードで印刷
できます。 プリントシステムの操作パネルでジョブごとに静音モードを許可
すると、 ドライバーの [静静音音モモーードド] が印刷時に有効になります。

ククラライイアアンントトププロロフファァイイルルのの有有効効化化

クライアント PC 上で保存されているプロファイル設定を、クライアントプロ
ファイルと呼びます。 ローカルプロファイルとサーバープロファイルのどち
らを使用するかを選択できます。 この機能は、クライアント/サーバー環境の
クライアント PC 側で使用します。

サーバーからプロファイルを選択し、ドライバーで作成された印刷ジョブ
に適用するには、[拡拡張張機機能能] タブで、 [ククラライイアアンントトププロロフファァイイルルをを有有効効にに
すするる] チェックボックスをオフにします。 サーバープロファイルは読み取
り専用です。
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[ククラライイアアンントトププロロフファァイイルルをを有有効効ににすするる] チェックボックスをオンにする
と、クライアント側で作成したプロファイルが使用されます。
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